
『
源
氏
流
極
秘
奥
儀
抄
』
注
釈
（
四
）

初
音
〜

藤
袴

岩

坪

健

本
稿
は
『
源
氏
流
極
秘
奥
儀
抄
』
の
初
音
（『
源
氏
物
語
』
第
二
三
帖
）
か
ら
藤
袴
（
第
三
〇
帖
）
ま
で
を
掲
載
す
る
。
各
帖
の
担
当

者
（
出
口
京
香
、
胡
鴻
洋
、
武
蔵
隼
斗
、
井
上
大
佑
）
は
、
す
べ
て
本
学
博
士
課
程
在
学
者
で
あ
る
。
凡
例
な
ど
は
前
稿
と
同
じ
で
あ
る

の
で
省
略
す
る
。

ハ
ツ
ネ

廿
三

初
音

ウ
ヘ

ヒ
メ
ミ
ヤ

ム
ラ
サ
キ

ウ
ヘ

オ
ン
コ

ツ
イ
タ
チ

フ
ミ

１アカ
シ
ノ

明
石
の
上
の
姫
宮
を
、
紫
の
上
の
御
子
と
な
し
て
お
は
し
給
ひ
し
か
、

２ウレ嬉
し
く
お
ほ
し
め
し
て
、

３シヤ
ウ
ク
ハ
ツ

正
月
朔
日
に
文
参
ら
せ
給
ふ
。

４ウタ歌
の

ウ
ク
ヒ
ス

ネ

ワ
ス
レ

ウ
タ

コ
ヽ
ロ

マ
コ
ト

オ
モ

ホ
ン
カ

マ
ツ

ウ
ヘ

ウ
ク
ヒ
ス

か
へ
し
に
、「
鴬
の
す
だ
ち
し
あ
と
の
音
を
忘
め
や
」
と
の
歌
の
心
、
誠
に
お
と
な
し
く
思
は
れ
、

５コノ此
本
歌
に
、「
松
の
上
に
な
く
鴬
の
こ

コ
ソ

ゑ
を
社
は
つ
ね
の
日
と
は
い
ふ
べ
か
り
け
れ
」
と
い
ふ
よ
り
お
も
ひ
よ
り
て
、

マ
ツ

ヒ
カ

ウ
ク
ヒ
ス

６トシ
ツ
キ

年
月
を
松
に
曳
れ
て
ふ
る
人
に
け
ふ
鴬
の
は
つ
ね
き
か
せ
よ

ハ
ツ
ネ

初
音

コ
テ
ン
イ
ハ
ク

７

シ
ヤ
ウ
ク
ハ
ツ

ハ

イ
ワ
ヒ

ウ
メ

マ
ツ

ト
メ

ハ
ナ

ウ
ラ

イ
ク

御
伝
ニ

曰
、
こ
は
、
正
月
元
日
、
歯
が
た
め
の
祝
義
に
よ
ろ
し
。

８ハナ
カ
タ

花
形
は
梅
を
み
き
に
し
て
、
松
を
留
と
す
。

９シ
セ
ツ

時
節
の
花
を
裏
に
生
る
。
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コ
コ
ロ
カ
ン
カ
ヘ
ア
ハ

マ
キ
ウ
タ

巻
歌
の
心
に
考
合
す
へ
し
。

グ
ア
ン
イ
ハ
ク

フ
ク
シ
ユ
サ
ウ

ヤ
マ
フ
キ

ナ
ソ
ラ

愚
按
ニ

曰
、
ク
ワ
ウ
ク
ハ

黄
花
、
福
寿
草
、
山
吹
な
ど
、
す
べ
て
ク
ワ
ウ
テ
フ

黄
鳥
ウ
ク
ヒ
ス

に
准
ふ
。「
と
し
月
を
ま
つ
に
ひ
か
れ
て
」
と
い
ふ
歌
に
よ
れ
り
。
又
、
柳

リ
ウ
シ
ヤ
ウ
ウ
ク
ヒ
ス
ト
フ
ヘ
ン
�
�
タ
ル
キ
ン

シ

ヤ
ナ
ギ

シ
タ

ミ
ツ
ク
サ

を
生
る
こ
と
、
習
あ
り
。「
柳
上
に
鴬
飛
片
々
金
」
と
い
ふ
詩
に
よ
れ
り
。
マ
タ又
、
柳
の
下
に
水
草
を
と
め
と
す
る
こ
と
、
コ
ホ
リ氷
と
け

ウ
タ

コ
ヽ
ロ

ぬ
る
歌
の
心
也
。
〽
池
の
鏡
と
も
〽
薄
氷
の
伝
と
も
い
へ
り
。

二
十
三

初
音
（
正
月
元
日
）
末
摘
花
。
梅
、
松
、
時
節
ノ

花
、
福
寿
草
、
山
吹
、
柳
。

【
訳
】（
光
源
氏
は
）
明
石
の
君
の
（
娘
で
あ
る
明
石
の
）
姫
君
を
、
紫
の
上
の
養
女
と
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
が
、（
そ
れ
を
明
石
の
君

は
）
嬉
し
く
お
思
い
に
な
っ
て
、
一
月
一
日
に
手
紙
を
（
娘
に
）
差
し
上
げ
な
さ
る
。（
明
石
の
姫
君
が
）
返
歌
と
し
て
、「
鶯
が
巣
立
っ

た
跡
の
音
を
忘
れ
る
だ
ろ
う
か
」
と
詠
ん
だ
歌
の
趣
は
、
ほ
ん
と
う
に
大
人
び
て
思
わ
れ
、（
明
石
の
君
の
和
歌
は
）
そ
の
本
歌
と
し
て
、

「
松
の
上
で
鳴
く
鴬
の
声
を
（
聞
く
日
を
）、
初
音
の
日
と
言
う
べ
き
で
あ
る
な
あ
」
と
い
う
こ
と
に
よ
り
思
い
つ
い
て
（
詠
ん
だ
も
の
で

あ
る
）。

は
つ
ね

長
い
年
月
、
あ
な
た
を
待
ち
続
け
て
年
老
い
た
私
に
、
松
を
引
く
初
子
の
今
日
、
鶯
の
初
音
す
な
わ
ち
初
便
り
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
。

師
伝
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
、
正
月
元
日
に
お
け
る
歯
固
め
の
祝
儀
に
（
用
い
る
の
が
）
ふ
さ
わ
し
い
。
花
の
形
は
梅
を
中
心
に
し
て
、
松

を
花
留
め
に
す
る
。
季
節
の
花
を
裏
側
に
活
け
る
。
巻
名
歌
の
趣
に
合
わ
せ
て
考
え
る
の
が
よ
い
。

愚
案
に
よ
る
と
、
黄
色
い
花
、
福
寿
草
、
山
吹
な
ど
は
、
す
べ
て
黄
鳥
す
な
わ
ち
鴬
に
な
ぞ
ら
え
る
。「
年
月
を
松
に
引
か
れ
て
」
と

い
う
歌
に
よ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
柳
を
活
け
る
習
わ
し
が
あ
る
。「
柳
上
に
鴬
飛
ぶ
、
片
々
た
る
金
」
と
い
う
漢
詩
に
よ
っ
て
い
る
。

ま
た
、
柳
の
下
に
水
草
を
花
留
め
と
す
る
こ
と
は
、
氷
が
融
け
た
（
と
い
う
）
和
歌
の
趣
で
あ
る
。
池
の
鏡
と
も
、
薄
氷
の
伝
と
も
呼

ば
れ
て
い
る
。

『
源
氏
流
極
秘
奥
儀
抄
』
注
釈
（
四
）

初
音
〜

藤
袴
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【
注
】
１
「
あ
か
し
の
上
の
姫
宮
を
、
紫
の
上
の
御
子
と
な
し
て
お
は
し
給
ひ
し
か
」（『
龍
野
』）。「
姫
君
を
、
む
ら
さ
き
の
上
の
御
こ
に

な
し
給
ひ
て
お
は
し
ま
せ
は
」（『
小
鏡
』）。
光
源
氏
は
明
石
の
君
の
姫
君
を
、
紫
の
上
の
養
女
と
し
た
。

２
「
な
つ
か
し
く
覚
し
め
し

て
」（『
龍
野
』）。「
恋
し
く
お
も
ふ
に
」（『
小
鏡
』）。
明
石
の
君
は
実
の
娘
で
あ
る
明
石
の
姫
君
に
、
五
年
も
会
え
て
い
な
い
。

３

「
正
月
朔
日
に
文
し
て
、
ま
い
ら
せ
ら
れ
候
へ
は
」（『
龍
野
』）。「
正
月
一
日
、
か
の
御
か
た
へ
文
参
ら
せ
給
ふ
時
の
歌
に
」（『
小
鏡
』）。

六
条
院
の
冬
の
町
に
住
む
明
石
の
君
は
元
日
に
、
春
の
町
に
住
む
明
石
の
姫
君
に
注
６
の
和
歌
を
送
っ
た
。

４
「
歌
の
返
し
に
、「
鴬

の
す
た
ち
し
あ
と
の
ね
を
わ
す
れ
め
や
」
と
の
歌
の
心
、
誠
に
お
と
な
し
く
お
も
わ
れ
ま
い
ら
せ
候
」（『
龍
野
』）。
明
石
の
姫
君
か
ら
明

石
の
君
へ
の
返
歌
は
物
語
で
は
、「
引
き
別
れ
年
は
経
れ
ど
も
鴬
の
巣
立
ち
し
松
の
根
を
忘
れ
め
や
」（
離
れ
離
れ
に
な
っ
て
か
ら
年
は
経

ま
し
た
が
、
鴬
が
巣
立
ち
を
し
た
松
の
も
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
、
私
も
生
み
の
母
親
を
忘
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
）
と
あ
り
、
本
文

が
「
あ
と
の
音
」
で
は
な
く
「
松
の
根
」
で
異
な
る
。
時
に
明
石
の
姫
君
は
数
え
八
歳
で
、
物
語
で
は
「
幼
き
御
心
に
ま
か
せ
て
、
く
だ

く
だ
し
く
ぞ
あ
め
る
（
幼
い
お
心
の
ま
ま
に
、
く
ど
い
詠
み
口
で
あ
る
）」（
一
四
六
頁
）
と
評
さ
れ
て
い
る
が
、
本
書
と
『
龍
野
』
で
は

「
誠
に
お
と
な
し
く
思
は
れ
」
と
あ
り
、
歌
の
評
価
が
異
な
る
。

５
「
此
歌
、
本
歌
に
、
ま
つ
の
う
へ
に
な
く
う
く
ひ
す
の
こ
ゑ
を
こ

は
つ
ね

ね

そ
は
つ
ね
の
日
と
は
い
ふ
へ
か
り
け
れ
」（『
小
鏡
』）。「
は
つ
ね
」
に
鴬
の
「
初
音
」
と
「
初
子
」（
年
始
の
子
の
日
。
小
松
を
根
ご
と
引

い
て
長
寿
を
祝
う
）
を
掛
け
る
。
明
石
の
君
が
詠
ん
だ
注
６
の
歌
は
、
こ
の
歌
（
拾
遺
和
歌
集
・
春
・
二
二
・
宮
内
卿
）
の
本
歌
取
り
で

あ
る
。

６
巻
名
歌
。
明
石
の
君
が
娘
の
姫
君
に
送
っ
た
歌
で
、『
龍
野
』（
た
だ
し
第
三
句
は
「
ふ
る
人
は
」）
と
『
小
鏡
』
に
も
掲
載
。

ふ

「
松
」
に
「
待
つ
」、「
経
る
」
に
「
古
」、「
初
音
」
に
「
初
子
」
を
掛
け
る
。「
引
か
れ
て
」
は
「
松
」
の
縁
語
。

７
「
又
、
此
巻
に
、

は
か
た
め
の
い
は
ひ
の
餅
、
か
ゝ
み
の
事
、
有
」（『
小
鏡
』）。
歯
固
め
と
は
正
月
の
三
が
日
に
、
鏡
餅
・
大
根
・
瓜
・
猪
の
肉
・
鹿
の
肉

・
押
鮎
な
ど
を
食
べ
て
長
命
を
願
っ
た
行
事
。

８
「
此
か
た
、
梅
を
身
木
に
し
て
、
松
を
留
に
い
た
し
」（『
龍
野
』）。「
留
め
」
と
は
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花
留
め
（
活
け
花
で
、
花
の
配
置
を
整
え
る
た
め
に
用
い
る
留
め
木
）
を
意
味
し
、
中
心
に
据
え
る
梅
を
松
で
支
え
る
。

９
「
時
節
の

花
を
う
ら
に
生
る
」（『
龍
野
』）。

「
巻
歌
の
心
を
か
ん
か
へ
生
へ
し
」（『
龍
野
』）。
梅
は
鴬
、
松
は
便
り
を
待
つ
明
石
の
君
、
裏
側

に
活
け
る
季
節
の
花
は
遠
ざ
け
ら
れ
た
姫
君
に
な
ぞ
ら
え
る
。

黄
鳥
は
鴬
の
異
名
。
福
寿
草
は
初
春
、
山
吹
は
晩
春
に
黄
色
の
花
が

咲
き
、
鴬
に
た
と
え
る
。
注

で
は
鴬
を
「
金
」
に
例
え
て
い
る
。

注
６
を
参
照
。

朝
鮮
で
刊
行
さ
れ
た
、
聯
句
の
百
聯
を
集

め
た
稀
覯
書
『
百
聯
抄
』（
成
立
時
期
は
不
明
）
の
中
に
見
ら
れ
る
句
、「
花
前
蝶
舞
紛
紛
雪

柳
上
鴬
飛
片
片
金
（
花
の
前
を
蝶
が
舞
う

様
子
は
、
入
り
混
じ
っ
て
乱
れ
る
雪
の
よ
う
で
あ
り
、
柳
の
上
を
鴬
が
飛
ぶ
様
子
は
、
軽
く
ひ
る
が
え
る
金
の
よ
う
で
あ
る
）」
に
よ
る
。

か
き
つ
ば
た

ゆ

や

謡
曲
「
杜
若
」「
熊
野
」
に
も
、
こ
の
句
が
見
ら
れ
る
。

「
留
め
」
は
注
８
参
照
。
水
草
を
用
い
て
柳
の
配
置
を
整
え
る
。

う
す
ご
ほ
り

た
ぐ
ひ

「
氷
と
け
ぬ
る
歌
」
と
は
、
当
巻
で
光
源
氏
が
紫
の
上
に
詠
ん
だ
和
歌
、「
薄
氷
と
け
ぬ
る
池
の
鏡
に
は
よ
に
類
な
き
影
ぞ
並
べ
る
」（『
小

鏡
』）
で
あ
り
、「
池
の
鏡
」「
薄
氷
」
は
そ
の
歌
に
詠
ま
れ
て
い
る
。

（
武
蔵
隼
斗
）

コ
テ
フ

廿
四

胡
蝶

コ
テ
フ

イ
ン

ミ
ヤ（
マ
マ
）キ
サ
キ

タ
イ
ホ
ウ
エ
ア
リ

タ
イ
ハ
ン
ニ
ヤ
キ
ヤ
ウ

イ
ヘ

ハ
ナ

ヤ
タ
リ

１ムカ
シ
昔
、
胡
蝶
と
い
ふ
は
院
の
宮
の
后
な
と
も
四
季
の
大
法
会
有
。

２ニン
ワ
ウ
キ
ヤ
ウ

仁
王
経
、
大
般
若
経
と
も
云
り
。

３ソノ其
こ
ろ
花
を
か
さ
り
し
八
人
の

ヲ
ト
メ

マ
フ

４

チ
ウ
グ
ウ

ロ
ク
シ
ヤ
ウ
イ
ン

オ
コ
ナ
ハ

ウ
ヘ

ホ
ト
ケ

ハ
ナ

乙
女
、
舞
こ
と
あ
り
。
秋
こ
の
む
中
宮
は
六
条
院
に
て
行
せ
ら
る
。

５ムラ
サ
キ

紫
の
上
も
仏
に
花
た
て
ま
つ
り
給
ふ
と
て
、

６ハナ
カ
メ

花
瓶
に
さ
く
ら
を
さ

し
て
、
て
ふ
に
は
こ
が
ね
の
か
め
に
山
ふ
き
、
お
な
し
き
花
の
一
ふ
さ
、
い
か
め
し
う
世
に
な
き
に
ほ
ひ
を
つ
く
せ
り
。

ク
サ

ア
キ

７ハナ
ソ
ノ

花
園
の
こ
て
ふ
を
さ
へ
や
し
た
草
に
秋
ま
つ
む
し
は
う
と
く
み
る
ら
ん

コ
テ
フ

胡
蝶

コ
テ
ン
イ
ハ
ク

ハ
ナ
カ
タ

イ
ツ
シ
ユ
イ
ツ
シ
キ

ハ
ナ

ウ
シ
ロ

ハ
ナ
ガ
タ

イ
ケ

シ
ヤ
ガ

オ
ホ
ハ

シ
セ
ツ

ハ
ナ

マ
ヘ

御
伝
ニ

曰
、

８コノ此
花
形
、
一
種
一
色
の
花
を
は
、
後
の
花
形
の
こ
と
く
活
、
鳶
尾
か
大
葉
を
あ
し
ら
ひ
、

９マヘ前
に
時
節
の
花
を
い
ろ
�
�
前
ぶ

『
源
氏
流
極
秘
奥
儀
抄
』
注
釈
（
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イ
タ

コ
ト

イ
ク
ル

ハ
ナ

ヤ
イ
ロ
イ
ク

ナ
ラ
イ

ち
に
出
し
て
、
あ
し
ら
ひ
の
如
く
に
生
也
。
マ
ヘ前
の
花
は
八
色
生
る
を
習
と
す
。
コ
ロ頃
は
二
月
よ
り
三
月
の
頃
也
と
心
得
へ
し
。

ク
ア
ン
イ
ハ
ク

コ

ド
キ
ヤ
ウ

コ
ヽ
ロ
ウ

ハ
ナ
カ
メ

テ
フ

カ
メ

ヤ
マ
フ
キ

愚
按
ニ

曰
、
シ

キ
四
季
の
御
読
経
あ
り
。
フ
ツ
ク
ハ

仏
花
と
心
得
べ
し
。
し
ろ
か
ね
の
花
瓶
に
さ
く
ら
□
を
さ
し
て
、
蝶
に
は
こ
が
ね
の
瓶
に
山
吹
の

ハ
ナ
ナ
リ

コ
ノ
ク
ハ
ン
チ
ウ

ガ
ン
モ
ク

シ

フ
ナ

花
也
。
是
巻
中
の
眼
目
と
知
る
へ
し
。
マ
タ又
、
舟
あ
そ
び
あ
り
。
二
艘
也
。
是
は
春
の
事
也
。

二
十
四

胡
蝶
（
法
会
）
ひ
た
ち
の
き
み
。
桜
、
棠
棟
、
正
面
。
桜
、
鳶
尾
、
大
葉
、
八
種
ノ
花
。

【
訳
】
昔
、
胡
蝶
と
い
う
の
は
、
院
の
中
宮
や
后
な
ど
も
四
季
の
大
法
会
が
あ
る
。
仁
王
経
、
大
般
若
経
と
も
言
っ
た
。
そ
の
頃
、
花
を

飾
っ
た
八
人
の
乙
女
が
舞
う
こ
と
が
あ
る
。
秋
好
中
宮
は
六
条
院
の
邸
で
（
法
会
を
）
執
り
行
わ
れ
る
。
紫
の
上
も
仏
に
花
を
お
供
え
に

な
ら
れ
て
、（
鳥
に
扮
し
た
少
女
に
は
銀
の
）
花
瓶
に
桜
を
挿
し
て
、
蝶
（
の
姿
を
し
た
少
女
）
に
は
黄
金
の
花
瓶
に
山
吹
で
、（
ほ
か
の

山
吹
と
）
同
じ
（
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
見
事
な
）
花
を
一
房
、
厳
か
で
世
に
比
類
が
な
い
美
し
さ
を
極
め
て
い
る
。

（
春
の
）
花
園
の
胡
蝶
ま
で
も
、
草
陰
で
秋
を
待
つ
松
虫
は
嫌
だ
と
見
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

師
伝
に
よ
る
と
、
こ
の
花
の
形
は
、
一
種
一
色
の
花
を
後
方
の
花
の
姿
の
よ
う
に
活
け
、
鳶
尾
か
大
葉
を
あ
し
ら
い
、
前
方
に
季
節
の
花

ふ
ち

を
い
ろ
い
ろ
と
花
瓶
の
前
の
縁
に
出
し
て
、
あ
し
ら
い
の
よ
う
に
活
け
る
の
で
あ
る
。
前
方
の
花
は
八
色
活
け
る
の
を
決
ま
り
と
す
る
。

頃
は
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
の
頃
と
心
得
る
の
が
よ
い
。

愚
案
に
よ
る
と
、
四
季
の
御
読
経
が
あ
る
。
仏
花
と
心
得
る
の
が
よ
い
。
白
銀
の
花
瓶
に
桜
□
を
挿
し
て
、
蝶
（
の
姿
を
し
た
少
女
）

に
は
黄
金
の
花
瓶
に
山
吹
の
花
で
あ
る
。
こ
の
巻
の
主
眼
と
知
り
な
さ
い
。
ま
た
、
舟
楽
の
催
し
が
あ
る
。（
舟
は
）
二
艘
で
あ
る
。

こ
れ
は
春
の
頃
で
あ
る
。

【
注
】
１
「
こ
て
ふ
と
云
事
は
、
昔
は
院
の
宮
、
一
の
人
、
き
さ
き
な
と
も
、
四
季
の
御
読
経
と
て
、
い
か
め
し
き
大
法
会
有
」（『
小

（
マ
マ
）

き

み
ど
き
ょ
う

鏡
』）。「
胡
蝶
の
舞
は
、
い
に
し
へ
の
院
、
宮
、
后
な
と
の
、
五
月
の
御
読
誦
と
て
」（『
龍
野
』）。「
四
季
の
大
法
会
」
と
は
季
の
御
読
経

― ７５ ―
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の
こ
と
で
、
春
と
秋
に
宮
中
で
四
日
間
、
大
般
若
経
を
僧
侶
に
読
誦
さ
せ
る
法
会
。
当
巻
で
は
三
月
二
十
日
ご
ろ
、
紫
の
上
が
住
む
春
の

御
殿
で
舟
楽
を
し
た
翌
日
、
秋
好
中
宮
の
秋
の
御
殿
で
季
の
御
読
経
が
行
わ
れ
た
。

２
「
仁
王
経
、
大
般
若
経
と
も
云
り
」（『
小

鏡
』）。「
大
般
若
経
を
よ
み
給
ふ
法
事
の
頃
」（『
龍
野
』）。『
小
鏡
』
に
は
「
仁
王
経
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
を
講
ず
る
の
は
仁
王
会
と
い
う

法
会
で
、
季
の
御
読
経
で
は
な
い
。

３
「
花
を
か
さ
り
し
八
人
の
乙
女
、
舞
事
あ
り
」（『
龍
野
』）。
季
の
御
読
経
に
紫
の
上
は
八
人
の

少
女
を
用
意
し
て
、
四
人
ず
つ
蝶
と
鳥
の
舞
装
束
を
着
せ
て
花
を
奉
ら
せ
た
。

４
「
秋
こ
の
む
中
宮
は
、
六
条
の
ゐ
ん
に
て
、
を
こ
な

は
せ
給
ふ
」（『
小
鏡
』）。「
秋
こ
の
む
中
宮
は
、
六
条
の
院
に
て
行
は
せ
ら
る
」（『
龍
野
』）。

５
「
む
ら
さ
き
の
上
も
仏
に
花
た
て
ま

つ
り
給
ふ
と
て
」（『
小
鏡
』）。
紫
の
上
は
仏
の
供
養
に
、
春
の
御
殿
で
美
し
く
咲
く
桜
と
山
吹
の
花
を
供
え
た
。

６
「
し
ろ
か
ね
の
花

（
蝶
）

か
め
に
さ
く
ら
を
さ
し
て
、
て
ふ
に
は
こ
か
ね
の
か
め
に
山
ふ
き
、
お
な
し
き
花
の
一
ふ
さ
、
い
か
め
し
う
、
よ
に
な
き
に
ほ
ひ
を
つ
く

せ
り
」（『
小
鏡
』）。
紫
の
上
は
鳥
の
舞
装
束
を
着
せ
た
少
女
に
は
銀
の
花
瓶
に
桜
を
挿
し
、
蝶
の
舞
装
束
を
着
せ
た
少
女
に
は
黄
金
の
花

（
マ
マ
）

瓶
に
山
吹
の
花
を
挿
し
て
供
え
さ
せ
た
。

７
巻
名
歌
。『
龍
野
』
は
第
二
句
が
「
こ
て
ふ
を
さ
や
く
」。
紫
の
上
が
花
を
供
え
た
際
、
秋

好
中
宮
に
贈
っ
た
歌
。「
下
草
」
は
木
陰
の
草
。「
秋
ま
つ
む
し
」
は
「
秋
待
つ
」
に
「
松
虫
」
を
重
ね
、
秋
好
中
宮
に
た
と
え
る
。

少
も
み
じ

女
の
巻
に
お
い
て
秋
の
盛
り
に
、
春
の
御
殿
に
住
み
秋
の
景
観
を
楽
し
め
な
い
紫
の
上
に
向
け
て
、「
心
か
ら
春
待
つ
園
は
我
が
宿
の
紅
葉

を
風
の
つ
て
に
だ
に
見
よ
」
と
秋
好
中
宮
が
送
っ
た
和
歌
に
対
応
す
る
。
秋
に
「
春
待
つ
」
と
詠
ま
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
春
に
「
秋
ま

（
マ
マ
）

つ
」
と
返
す
。

８
「
一
種
一
色
の
花
を
は
、
得
の
の
花
形
の
こ
と
く
生
け
、
し
や
か
か
大
葉
を
応
答
」（『
龍
野
』）。「
一
種
一
色
の
花
」

し
ゃ
が

と
は
花
の
色
が
一
色
の
も
の
で
、
一
種
類
だ
け
と
い
う
意
味
。「
鳶
尾
」
は
漢
名
を
胡
蝶
花
と
い
う
の
で
、
当
巻
に
選
ば
れ
た
か
。
花
は

ア
ヤ
メ
に
似
る
が
小
形
、
白
色
で
紫
斑
が
あ
り
、
中
心
が
黄
色
い
。「
大
葉
」
は
大
き
な
葉
、
ま
た
は
シ
ソ
科
シ
ソ
属
の
葉
を
指
す
。

９
「
前
に
時
節
の
花
、
色
々
、
前
へ
ふ
ち
へ
出
し
、
真
の
応
答
の
こ
と
く
に
生
る
也
」（『
龍
野
』）。「
時
節
の
花
」
は
、
こ
こ
で
は
春
の
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花
を
指
す
。「
あ
し
ら
い
」
は
活
け
花
に
お
い
て
は
、
役
枝
を
補
い
助
け
る
枝
を
指
す
。

「
前
の
花
は
元
来
、
八
色
生
る
な
れ
と
も
、

仕
立
か
た
し
」（『
龍
野
』）。
八
色
の
花
は
、
蝶
と
鳥
の
舞
装
束
を
着
た
八
人
の
少
女
に
例
え
る
。

「
正
五
九
月
ト
大
般
若
経
御
読
誦

ア
リ
ト
云
々
」（『
龍
野
』）。
注
１
参
照
。

「
四
季
に
御
読
経
と
て
」（『
小
鏡
』）。
注
１
参
照
。

「
仏
花
」
は
仏
前
に
供
え
る
花

で
、
供
花
と
も
い
う
。
紫
の
上
が
季
の
御
読
経
で
供
え
た
桜
と
山
吹
の
花
を
「
仏
花
」
と
見
な
し
た
。

注
６
参
照
。

「
舟
あ
そ

ひ
、
二
の
舟
を
う
か
へ
て
」（『
小
鏡
』）。「
舟
遊
び
」
と
は
舟
の
上
で
音
楽
を
演
奏
す
る
こ
と
。
物
語
で
は
、
春
の
御
殿
と
秋
の
御
殿
を

り
ょ
う
と
う
げ
き
し
ゅ

つ
な
ぐ
南
の
池
に
二
隻
の
舟
（
龍
頭
鷁
首
）
を
浮
か
べ
た
と
あ
る
。
一
隻
に
は
船
首
に
龍
の
頭
、
別
の
に
は
鷁
（
想
像
上
の
水
鳥
）
の

首
を
付
け
、
水
難
を
防
ぐ
願
い
を
込
め
る
。

「
是
は
春
成
へ
し
」（『
小
鏡
』）。

（
出
口
京
香
）

ホ
タ
ル

廿
五

蛍
マ
キ

タ
マ

キ
ミ

ケ
ン
シ

タ
イ
シ
ヤ
ウ

ホ
タ
ル

ア
ツ
メ

キ

１ホタ
ル
蛍
の
巻
は
玉
か
つ
ら
の
君
の
御
か
た
ち
、
す
ぐ
れ
さ
せ
お
は
せ
し
を
、
源
氏
か
を
る
大
将
に
見
せ
給
ふ
と
て
、
蛍
を
お
ほ
く
集
め
て
、
几

チ
ヤ
ウ

タ
マ

２

ホ
タ
ル

ク
チ

帳
の
か
げ
よ
り
ほ
の
か
に
み
せ
給
ふ
に
、
い
と
御
す
か
た
の
め
て
た
か
り
け
れ
は
、「
こ
ゑ
も
せ
て
身
を
の
み
こ
か
す
蛍
こ
そ
」
と
口
す

タ
マ

ウ
タ

ホ
タ
ル
ヒ
ヤ
ウ
フ
キ
ヤ
ウ

さ
ひ
給
ひ
し
玉
か
づ
ら
の
歌
也
。

３コノ
マ
キ

此
巻
を
ほ
た
る
と
い
ふ
こ
と
、
蛍
兵
部
卿
。

４な
く
こ
ゑ
も
聞
え
ぬ
む
し
の
お
も
ひ
た
に
人
の
け
つ
に
は
き
ゆ
る
物
か
は

ホ
タ
ル蛍

コ
テ
ン

イ
ハ

イ
ト
ス
ヽ
キ

ヘ
ツ

イ
ケ

ハ
ナ

シ
ヤ
ウ

イ
ロ

ア
カ

キ

ハ
ナ

オ
ホ

イ
ク

イ
ク

御
伝
ニ

曰
ク

、
５コノ
カ
タ

此
形
、
糸
芒
を
別
に
生
て
、
う
し
ろ
に
花
の
小
な
る
色
、
赤
か
黄
の
花
を
多
く
生
る
也
。

６スヽ
キ
芒
に
て
、
み
え
か
く
れ
に
生
る
。

ユ

リ

カ
ラ
コ
ユ

リ

ナ
テ
シ
コ
ル
イ

８

サ

シ
セ
ツ

セ
ツ
ケ
イ

コ
ヽ
ロ
ウ

７ヒメ姫
百
合
、
唐
子
百
合
、
き
ん
ほ
う
け
、
常
夏
類
よ
し
。
五
月
四
日
五
日
に
挿
す
へ
し
。
時
節
の
絶
景
也
と
心
得
へ
し
。

ア
カ
キ

ホ
タ
ル

オ
モ
ム
キ

キ
コ

ハ
ヘ
ル

ヒ
ヤ
ウ
ブ
キ
ヤ
ウ

コ
ノ
キ
ミ

カ
キ
リ

９ク
ア
ン

愚
按
曰
ク

、
赤
黄
の
小
花
を
蛍
と
と
り
な
し
給
へ
る
御
伝
の
趣
、
よ
く
聞
え
侍
。
タ
マ玉
か
づ
ら
の
君
を
、
兵
部
卿
の
み
や
、
此
君
を
限
な
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ヲ
ン
コ
ヽ
ロ

ア
ツ
メ

ヒ
カ
リ

ミ

キ
ヨ

チ
ン
ク
ハ

ヒ
メ
キ
ミ

く
御
心
に
か
け
給
ひ
、
ホ
タ
ル
蛍
の
集
た
る
光
に
ほ
の
か
に
見
奉
り
た
る
け
し
き
也
。
マ
タ又
、
清
ら
か
な
る
珍
花
を
、
姫
君
の
御
か
た
ち
す
ぐ

ナ
ソ
ラ

タ
カ
ク

イ
ケ

ト
メ

シ
ヤ
ウ
ク
ハ

ア
カ

シ
ン
ワ
ウ

セ
イ
ワ
テ
ン
ワ
ウ

タ
イ
ゴ

ヲ
ン
コ

ビ

ハ

れ
て
お
は
し
ま
す
に
准
へ
、
高
く
生
て
、
留
に
小
花
の
赤
き
を
い
く
る
も
よ
し
。マ
タ又
か
つ
ら
の
親
王
は
清
和
天
皇
の
第
五
の
御
子
、
琵
琶

シ
ヤ
ウ
ズ

キ
リ

タ
イ
ゴ

ヨ
リ
テ

ビ

ハ

イ
ク

ヨ
ツ

ヨ

イ

ト

の
上
手
ぞ
か
し
。
コ
レ是
を
桐
つ
ぼ
の
み
か
ど
第
五
と
か
け
り
。
依
而
、
�
杷
を
活
る
も
よ
し
。
又
、
び
わ
は
四
の
を
と
て
、
四
の
緒
糸
な

ホ
タ
ル

イ
ケ

ヰ

ヤ
マ
ス
ゲ

ヨ
フ
サ

イ
ク

ナ
ラ
ヒ

キ
チ
ヤ
ウ

マ
ヘ

ハ
ナ

れ
ば
、
蛍
に
小
花
を
生
、
ふ
と
葦
か
山
菅
か
四
房
を
以
活
べ
し
。
習
あ
り
。
マ
タ又
、「
几
帳
の
す
き
か
げ
」
と
い
ふ
こ
と
あ
り
。
前
に
花

ク
サ

イ
ク

シ
ツ
ク

イ
ク

な
き
草
を
い
け
、
お
く
に
小
花
を
活
る
も
よ
し
。
マ
タ又
、「
あ
や
め
の
雫
」
と
い
ふ
詞
に
よ
り
て
活
る
も
よ
し
。

二
十
五

蛍

侍
従
。
糸
芒
、
姫
百
合
、
唐
子
百
合
。
き
ん
ほ
う
げ
、
枇
杷
、
な
で
し
こ
。

【
訳
】
蛍
の
巻
は
、
玉
鬘
の
君
の
ご
容
貌
が
す
ぐ
れ
て
い
ら
し
ゃ
っ
た
の
を
、
光
源
氏
が
薫
大
将
に
お
見
せ
に
な
ろ
う
と
し
て
、
蛍
を
多

く
集
め
て
、
几
帳
の
物
陰
か
ら
ほ
の
か
に
（
玉
鬘
を
）
お
見
せ
に
な
る
時
に
、（
玉
鬘
の
）
お
姿
が
と
て
も
美
し
か
っ
た
の
で
、「
鳴
く
声

も
立
て
ず
に
、
ひ
た
す
ら
身
を
焦
が
し
て
い
る
蛍
こ
そ
」
と
お
詠
み
に
な
っ
た
の
は
、
玉
鬘
の
和
歌
で
あ
る
。
こ
の
巻
を
蛍
と
い
う
の

は
、
蛍
兵
部
卿
（
の
次
の
和
歌
に
よ
る
）。

鳴
く
声
も
聞
こ
え
な
い
蛍
の
光
で
も
、
人
が
消
そ
う
と
し
て
も
消
え
な
い
よ
う
に
、
私
の
胸
に
燃
え
る
恋
の
火
は
、
ど
う
し
て
消
す

こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

師
伝
に
よ
る
と
、
こ
の
形
は
糸
薄
を
別
に
活
け
て
、
後
ろ
に
小
さ
い
赤
か
黄
色
の
花
を
多
く
活
け
る
の
で
あ
る
。
薄
で
（
赤
か
黄
色
の
花

ひ
め
ゆ

り

か
ら
こ
ゆ

り

き
ん
ぽ
う
げ

な
で
し
こ

が
）
見
え
隠
れ
に
（
な
る
よ
う
に
）
活
け
る
。
姫
百
合
、
唐
子
百
合
、
金
鳳
花
、
撫
子
の
類
が
よ
い
。
五
月
四
日
か
五
日
に
挿
す
の
が
よ

い
。
時
節
の
絶
景
で
あ
る
と
心
得
な
さ
い
。

愚
案
に
よ
る
と
、
赤
や
黄
色
の
小
さ
い
花
を
蛍
と
見
な
さ
れ
た
師
伝
の
趣
旨
は
、
巧
み
に
思
わ
れ
ま
す
。
玉
鬘
の
君
を
兵
部
卿
の
宮

が
、
こ
の
君
を
限
り
な
く
お
心
に
か
け
ら
れ
、（
光
源
氏
が
）
集
め
た
蛍
の
光
で
ほ
の
か
に
（
玉
鬘
を
）
拝
見
し
た
有
様
で
あ
る
。
ま
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た
、
美
し
く
珍
ら
し
い
花
を
、
姫
君
の
ご
容
貌
が
す
ぐ
れ
て
お
ら
れ
る
の
に
例
え
て
、
高
く
活
け
て
、
花
留
め
に
赤
い
小
花
を
活
け
る

の
も
よ
い
。
ま
た
、
桂
の
親
王
は
清
和
天
皇
の
五
男
で
、
琵
琶
の
名
手
で
あ
る
。
こ
れ
（
桂
の
親
王
）
を
桐
壷
帝
の
五
男
（
蛍
兵
部

よ

お

卿
）
に
例
え
た
。
そ
れ
に
よ
り
枇
杷
を
活
け
る
の
も
よ
い
。
ま
た
、
琵
琶
は
「
四
つ
の
緒
」
と
い
っ
て
四
本
の
絃
が
あ
る
の
で
、
蛍
に

ふ
と
い

や
ま
す
げ

（
な
ぞ
ら
え
て
）
小
さ
い
花
を
活
け
、
太
藺
か
山
菅
か
を
四
房
に
し
て
活
け
る
の
が
よ
い
。（
そ
の
よ
う
な
）
決
ま
り
が
あ
る
。
ま
た
、

「
几
帳
の
透
き
影
」
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
前
に
花
が
な
い
草
を
活
け
、
奥
に
小
さ
い
花
を
活
け
る
の
も
よ
い
。
ま
た
、「
あ
や
め
の

雫
」
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
活
け
る
の
も
よ
い
。

【
注
】
１
「
ほ
た
る
の
巻
は
、
玉
か
つ
ら
の
君
の
御
か
た
ち
、
す
ぐ
れ
さ
せ
お
は
せ
し
を
、
源
氏
、
か
ほ
る
大
将
に
見
せ
給
ふ
と
て
、
蛍

を
あ
つ
め
、
き
て
ふ
の
か
け
よ
り
、
ほ
の
か
に
見
せ
給
ふ
に
」（『
龍
野
』）。『
源
氏
物
語
』
で
は
薫
大
将
は
ま
だ
生
ま
れ
て
い
な
い
が
、

『
龍
野
』
と
本
書
で
は
登
場
し
て
い
る
。
物
語
で
は
光
源
氏
は
、
養
女
に
し
た
玉
鬘
に
蛍
兵
部
卿
が
恋
慕
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
そ
の

思
い
を
か
き
立
て
る
た
め
、
事
前
に
集
め
た
蛍
の
光
で
、
そ
の
美
し
い
容
貌
を
蛍
兵
部
卿
に
見
せ
た
。

２
「
い
と
御
す
か
た
の
め
て
た

か
り
け
れ
は
、「
声
も
せ
で
身
を
の
み
こ
が
す
ほ
た
る
こ
そ
」
と
、
す
さ
み
た
ま
ひ
し
よ
り
、
此
巻
の
名
と
成
ま
い
ら
せ
候
」（『
龍
野
』）。

「
声
も
せ
で
身
を
の
み
焦
が
す
蛍
こ
そ
言
ふ
よ
り
ま
さ
る
思
ひ
な
る
ら
め
」（
声
も
立
て
ず
に
身
を
焦
が
す
ば
か
り
の
蛍
の
方
が
、
あ
な
た

の
よ
う
に
言
葉
に
出
し
て
言
う
よ
り
も
、
は
る
か
に
深
い
思
い
な
の
で
し
ょ
う
）
は
巻
名
歌
で
、
注
４
の
和
歌
に
対
す
る
返
歌
。
初
句
は

物
語
と
『
小
鏡
』
で
は
「
声
は
せ
で
」。「
思
ひ
」
の
「
ひ
」
に
「
火
」（
蛍
の
光
）
を
掛
け
る
。

３
「
此
巻
、
ほ
た
る
と
い
ふ
こ
と
、

ほ
た
る
兵
部
卿
」（『
小
鏡
』）。
兵
部
卿
は
兵
部
省
の
長
官
。
巻
名
と
「
蛍
兵
部
卿
」
と
い
う
通
称
は
、
源
氏
が
蛍
を
放
し
た
こ
と
に
よ

る
。

４
『
小
鏡
』
に
も
掲
載
。「
鳴
く
声
も
聞
こ
え
ぬ
虫
」
と
は
蛍
の
こ
と
で
、「
思
ひ
」
の
「
ひ
」
に
「
火
」
を
掛
け
る
。

５
「
此

か
た
、
糸
す
ス
き
を
前
に
生
て
、
う
し
ろ
に
、
花
の
こ
ま
か
な
る
、
赤
か
黄
の
一
色
を
、
多
く
生
る
な
り
」（『
龍
野
』）。「
糸
芒
」
は
イ

― ７９ ―
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ネ
科
の
ス
ス
キ
の
変
種
。

６
「
す
ゝ
き
に
て
見
え
か
く
れ
に
生
る
」（『
龍
野
』）。
糸
芒
は
几
帳
、
赤
か
黄
色
の
花
は
蛍
火
に
な
ぞ
ら
え

る
。

７
「
姫
ゆ
り
、
唐
子
ゆ
り
、
き
ん
ほ
う
け
、
な
て
し
こ
の
類
、
よ
し
」（『
龍
野
』）。
姫
百
合
は
初
夏
に
濃
赤
、
黄
色
の
六
弁
花
を

開
く
。
唐
子
百
合
は
小
さ
い
百
合
を
指
す
。
金
鳳
花
は
晩
春
か
ら
初
夏
に
、
五
弁
の
黄
花
が
咲
く
。
撫
子
は
秋
の
七
草
の
一
つ
で
五
枚
の

花
弁
が
あ
り
、
先
端
が
細
裂
し
た
紅
・
白
色
の
花
が
開
く
。
い
ず
れ
も
「
赤
か
黄
の
花
」（
注
５
）
の
具
体
例
。

８
「
五
月
四
日
の
夜
、

し
の
ひ
て
お
は
し
た
る
に
、
け
ん
し
す
き
�
�
し
く
、
か
の
姫
君
の
御
か
た
ち
の
す
く
れ
て
お
は
し
ま
す
を
宮
に
見
せ
た
て
ま
つ
り
て
」

さ
み
だ
れ

（『
小
鏡
』）。
蛍
兵
部
卿
が
玉
鬘
を
訪
れ
た
日
を
『
小
鏡
』
は
五
月
四
日
と
指
定
す
る
が
、『
源
氏
物
語
』
で
は
五
月
五
日
以
前
の
五
月
雨

（

弟

）

の
頃
と
あ
る
。

９
注
５
・
７
参
照
。

「
源
氏
の
お
と
ゝ
、
兵
部
卿
の
み
や
、
此
君
を
限
な
く
御
心
に
か
け
給
ひ
て
」（『
小
鏡
』）。

「
其
夕
つ
か
た
、
ほ
た
る
を
お
ほ
く
取
あ
つ
め
て
、
き
ち
や
う
の
か
た
ひ
ら
に
つ
ゝ
み
て
、
光
を
さ
と
見
せ
て
、
ほ
の
か
に
見
せ
し
な

り
」（『
小
鏡
』）。

小
さ
く
赤
い
花
は
、
蛍
火
に
な
ぞ
ら
え
る
。

「
か
の
か
つ
ら
の
し
ん
わ
う
に
、
こ
ゝ
ろ
を
か
け
し
女
こ
そ
、

月
の
ひ
か
り
を
ま
ち
か
ね
て
、
ほ
た
る
を
袖
に
つ
ゝ
み
け
る
な
と
ゝ
い
ふ
、
ふ
か
き
た
め
し
に
よ
そ
へ
た
り
。
か
の
か
つ
ら
の
親
王
と
聞

こ
え
し
ひ
と
は
、
清
和
天
皇
の
第
五
の
御
子
、
ひ
わ
の
上
手
そ
か
し
」（『
小
鏡
』）。
蛍
の
光
で
女
性
の
姿
を
見
る
例
は
、『
伊
勢
物
語
』

な
い
し
の
か
み

う
す
ぎ
ぬ

の
う
し

三
十
九
段
、『
宇
津
保
物
語
』
尚
侍
の
巻
に
も
見
ら
れ
る
。
前
者
は
車
内
に
蛍
を
放
ち
、
後
者
は
帝
が
薄
絹
の
直
衣
の
袖
に
蛍
を
包
む
。

「
こ
れ
を
、
き
り
つ
ほ
の
み
か
と
に
第
五
と
か
け
り
」（『
小
鏡
』）。
蛍
兵
部
卿
は
光
源
氏
の
異
母
弟
。
枇
杷
を
同
音
の
琵
琶
に
な
ぞ
ら

え
る
。
枇
杷
は
十
一
月
頃
に
黄
色
が
か
っ
た
白
い
五
弁
花
を
開
き
、
翌
年
初
夏
に
黄
色
の
果
実
を
結
ぶ
。

「
四
の
緒
」
は
絃
が
四
本

ふ
と
い

は
な
む
し
ろ

や
ま
す
げ

あ
る
琵
琶
の
別
名
。
太
藺
は
茎
が
長
く
、
花
筵
を
編
む
。
山
菅
は
山
野
に
自
生
す
る
菅
で
、
葉
で
笠
や
蓑
を
作
る
。「
房
」
は
糸
や
毛
な

ど
を
束
ね
、
そ
の
先
を
垂
ら
し
た
も
の
。

「
几
帳
の
す
き
か
げ
の
蛍
」（『
小
鏡
』
寄
合
語
）。
注
１
の
本
文
に
「
几
帳
の
か
げ
よ
り
、

ほ
の
か
に
見
せ
給
ふ
」
と
あ
る
。
手
前
の
「
花
な
き
草
」
は
几
帳
、
奥
の
「
小
花
」
は
玉
鬘
を
表
わ
す
。

「
あ
や
め
の
し
つ
く
」
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あ
や
め

（『
小
鏡
』
寄
合
語
）。
物
語
で
は
蛍
兵
部
卿
は
蛍
火
を
見
た
あ
と
「
軒
の
雫
」
に
濡
れ
な
が
ら
帰
り
、
五
月
五
日
に
玉
鬘
へ
菖
蒲
に
添
え

し
ず
く

て
歌
を
送
っ
た
。「
雫
」
は
涙
の
比
喩
。
例
、「
な
が
め
つ
つ
わ
が
思
ふ
こ
と
は
日
暮
し
に
軒
の
雫
の
絶
ゆ
る
世
も
な
し
」（
新
古
今
和
歌

集
・
雑
下
・
中
務
卿
具
平
親
王
）。
菖
蒲
は
初
夏
、
白
や
紫
色
の
花
を
開
く
。
古
く
か
ら
邪
気
を
払
う
草
と
信
じ
ら
れ
、
端
午
の
節
句
に

ね
あ
わ
せ

葉
を
屋
根
に
掛
け
、
ま
た
根
の
長
さ
を
競
い
合
う
根
合
と
い
う
催
し
が
行
わ
れ
た
。

（
胡
鴻
洋
）

ト
コ
ナ
ツ

廿
六

常
夏

キ
ミ

タ
マ
フ

ニ
シ

タ
イ

ニ
ハ

イ
ロ

ト
ヽ
ノ
ヒ

３

マ
タ

１タマ玉
か
づ
ら
の
君
の
す
ま
せ
給
御
か
た
を
は
、
西
の
台
と
い
へ
り
。

２コノ
オ
ン

此
御
か
た
の
庭
に
は
、
な
で
し
こ
の
色
を
調
た
る
。
か
ら
の
も
、
又
、

ヲ
キ

４

ハ
ナ

サ
キ

エ
ン

や
ま
と
な
で
し
こ
な
と
も
、
と
ゝ
の
へ
植
わ
た
さ
れ
た
り
。
そ
の
花
、
お
も
し
ろ
く
咲
み
た
れ
て
、
え
な
ら
ず
艶
な
る
を
、

５ケ
ン
ジ

源
氏
の
を

ユ
フ
カ
ホ

コ
ト

イ
タ

ウ
タ

マ
キ

と
ゞ
、
む
か
し
、
夕
皃
の
事
を
お
ほ
し
出
し
て
、
歌
な
ど
よ
み
給
ひ
し
ゆ
へ
、
と
こ
な
つ
の
巻
と
な
つ
け
ら
れ
し
事
也
。

６

カ
キ
ネ

ヒ
ト

な
て
し
こ
の
と
こ
な
つ
か
し
き
色
を
見
は
も
と
の
垣
根
を
人
や
た
つ
ね
ん

ト
コ
ナ
ツ

双
夏

コ
テ
ン
イ
ハ
ク

ミ
キ

ナ
テ
シ
コ

オ
ホ

イ
ク
ル

８

ル
イ

ス
ヽ
キ

ハ
ナ

シ
セ
ツ

シ
タ
カ

ト
メ

ア
ル
イ
ハ

御
伝
ニ

曰
、

７コノ
カ
タ

此
形
、
幹
を
撫
子
と
し
、
多
く
生
。
山
が
や
の
類
、
芒
も
よ
し
。

９ヘツ別
の
花
、
時
節
に
随
ひ
て
留
と
す
。
フ
ユ
ヲ
ハ
ナ

冬
尾
花
、
或
、
か
や
、

マ
シ
ヘ

ム
ネ

枯
た
る
を
交
て
も
く
る
し
か
ら
す
。
コ
ロ頃
は
五
月
よ
り
六
月
を
旨
と
す
。

ク
ア
ン
イ
ハ
ク

ナ
テ
シ
コ

カ
ラ
ナ
テ
シ
コ

フ
タ
シ
ナ
イ
ク

ハ
ナ
カ
タ

モ
ツ
ト
モ

ス
イ
サ
ウ

カ
キ
ツ
ハ
タ

愚
按
ニ

曰
、
マ
タ又
、
や
ま
と
撫
子
、
唐
撫
子
、
二
品
活
る
も
よ
し
。
サ
キ咲
み
た
れ
た
る
花
形
、
尤
よ
し
。
マ
キ巻
に
よ
れ
り
。
マ
タ又
、
水
草
、
杜
若
、

カ
ウ
ホ
ネ

カ
ハ

カ
ハ

ア
ユ

魚
ノ
名

タ
ケ

キ
ヨ
ビ

河
骨
、
ヰ葦�
な
と
も
よ
し
。
か
も
河
、
か
つ
ら
川
よ
り
、
鮎
、
い
し
ぶ
し
た
て
ま
つ
る
と
あ
り
。
マ
タ又
、
竹
を
い
け
て
、
魚
尾
を
は
さ
み

ナ
テ
シ
コ
イ
ク

コ
ノ
オ
モ
ム
キ

入
、
下
に
撫
子
活
る
も
此
趣
也
。

二
十
六

常
夏

け
ん
内
侍
。
撫
子
、
山
萱
、
芒
、
尾
花
、
杜
若
、
河
骨
、
葦
、
竹
。
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【
訳
】
玉
鬘
の
君
が
お
住
ま
い
に
な
る
御
住
居
を
、
西
の
対
と
言
う
。
こ
の
お
住
ま
い
の
庭
に
は
、
撫
子
の
花
の
色
を
取
り
合
わ
せ
て
い

る
。
唐
撫
子
も
、
ま
た
、
大
和
撫
子
な
ど
も
取
り
合
わ
せ
、
広
く
植
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
花
は
す
ば
ら
し
く
咲
き
乱
れ
て
、
何
と
も
言

え
な
い
ほ
ど
優
美
で
風
情
が
あ
る
の
で
、
光
源
氏
は
、
昔
の
夕
顔
（
玉
鬘
の
母
）
の
事
を
思
い
出
さ
れ
て
、
和
歌
な
ど
を
詠
ま
れ
た
の

で
、
常
夏
の
巻
と
名
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

撫
子
の
花
の
美
し
い
色
を
見
れ
ば
、
も
と
の
垣
根
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
と
人
が
尋
ね
る
よ
う
に
、
い
つ
ま
で
も
心
ひ
か
れ
る

あ
な
た
（
玉
鬘
）
の
美
し
い
お
姿
を
父
君
が
ご
覧
に
な
れ
ば
、
亡
き
母
君
の
こ
と
を
お
尋
ね
に
な
る
で
し
ょ
う
。

や
ま
か
や

師
伝
に
よ
る
と
、
こ
の
形
は
中
心
を
撫
子
と
し
、
多
く
活
け
る
。
山
萱
の
類
や
薄
も
よ
い
。
別
の
花
を
、
季
節
に
従
っ
て
花
留
め
と
す

る
。
冬
尾
花
、
あ
る
い
は
萱
の
枯
れ
て
い
る
の
を
交
え
て
も
差
し
障
り
は
な
い
。
頃
は
五
月
か
ら
六
月
を
旨
と
す
る
。

愚
案
に
よ
る
と
、
ま
た
、
大
和
撫
子
と
唐
撫
子
の
二
種
類
を
活
け
る
の
も
よ
い
。
咲
き
乱
れ
て
い
る
花
の
姿
が
、
最
も
よ
い
。
巻
（
の

か
き
つ
ば
た

こ
う
ほ
ね

あ
し

い
し
ぶ
し

内
容
）
に
よ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
水
草
や
杜
若
、
河
骨
、
葦
な
ど
も
よ
い
。
鴨
川
や
桂
川
か
ら
、
鮎
や
石
伏
を
差
し
上
げ
る
と
（
物
語

に
）
あ
る
。
ま
た
、
竹
を
活
け
て
魚
尾
を
は
さ
み
入
れ
、
下
に
撫
子
を
活
け
る
の
も
こ
の
趣
で
あ
る
。

【
注
】
１
「
源
氏
君
、
玉
か
つ
ら
の
住
給
ふ
西
の
た
い
へ
な
ら
せ
給
ふ
に
」（『
龍
野
』）。「
玉
か
つ
ら
の
君
の
す
ま
せ
給
御
か
た
を
は
、
西

の
た
い
と
云
り
」（『
小
鏡
』）。
西
の
対
と
は
、
寝
殿
造
に
お
い
て
主
殿
の
西
に
位
置
す
る
対
の
屋
。
玉
鬘
は
、
六
条
院
（

乙
女
の
巻
に

竣
工
し
た
光
源
氏
の
邸
宅
）
の
夏
の
御
殿
の
西
の
対
に
住
む
。

２
「
此
御
か
た
の
庭
に
は
、
な
て
し
こ
の
色
を
調
た
る
」（『
小
鏡
』）。

な
で
し
こ

と
こ
な
つ

撫
子
は
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
長
期
間
花
を
咲
か
せ
る
た
め
、
常
夏
と
も
呼
ば
れ
る
。『
源
氏
物
語
』
に
は
、「
御
前
に
、
乱
れ
が
は
し
き
前

栽
な
ど
も
植
ゑ
さ
せ
た
ま
は
ず
、
撫
子
の
色
を
と
と
の
へ
た
る
」（
二
二
八
頁
）
と
あ
る
。

３
「
か
ら
の
も
、
又
や
ま
と
な
て
し
こ
な

と
も
、
と
ゝ
の
へ
植
わ
た
さ
れ
た
り
」（『
小
鏡
』）。「
か
ら
の
も
」
は
唐
撫
子
を
指
し
、
中
国
原
産
。
五
〜
六
月
ご
ろ
、
五
弁
花
を
開
く
。
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『
枕
草
子
』
に
「
草
の
花
は
、
な
で
し
こ
。
唐
の
は
さ
ら
な
り
。
や
ま
と
の
も
、
い
と
め
で
た
し
」
と
あ
る
。

４
「
折
し
も
、
と
こ
な

つ
の
花
、
咲
み
た
れ
た
る
を
御
覧
し
て
」（『
龍
野
』）。「
咲
み
た
れ
て
、
え
な
ら
す
お
も
し
ろ
し
」（『
小
鏡
』）。

５
「
む
か
し
、
夕
皃

の
事
を
お
も
ひ
い
た
し
て
、
歌
な
と
よ
み
給
ひ
し
ゆ
へ
、
と
こ
な
つ
の
巻
と
名
つ
け
ら
れ
し
事
に
て
候
」（『
龍
野
』）。
夕
顔
は
玉
鬘
の
母

親
で
、
光
源
氏
の
そ
ば
で
女
性
の
霊
に
取
り
つ
か
れ
息
絶
え
る
（
４
夕
顔
の
巻
）。
亡
き
夕
顔
を
思
い
出
し
て
光
源
氏
が
詠
ん
だ
注
６
の

な
で
し
こ

な

和
歌
に
よ
り
、
当
巻
を
常
夏
と
言
う
。

６
巻
名
歌
。『
龍
野
』
に
も
掲
載
。
光
源
氏
が
玉
鬘
に
詠
ん
だ
歌
。「
撫
子
」
に
は
、
撫
で
る
よ

う
に
し
て
大
切
に
あ
つ
か
う
子
ど
も
、
と
い
う
意
味
も
あ
り
、
こ
の
歌
で
は
玉
鬘
を
指
す
。「
と
こ
な
つ
か
し
」
に
「
と
こ
」（
永
久
に
、

と
こ
な
つ

と
い
う
意
味
）
と
「
常
夏
」（
撫
子
の
異
名
）
を
重
ね
る
。「
も
と
の
垣
根
」
は
夕
顔
、「
人
」
は
内
大
臣
（
玉
鬘
の
実
父
）
を
示
す
。

７
「
身
木
、
な
て
し
こ
、
多
く
生
け
」（『
龍
野
』）。

８
「
山
か
や
か
冬
す
ゝ
き
、
切
り
と
め
に
て
も
生
る
」（『
龍
野
』）。
山
萱
は
山
に

と
め

自
生
す
る
萱
で
、
屋
根
を
葺
く
の
に
用
い
る
。
薄
も
撫
子
も
秋
の
七
草
。

９
「
時
節
花
、
前
に
留
る
な
り
」（『
龍
野
』）。「
留
」
は
花

の
姿
が
乱
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
留
め
る
技
法
。
こ
こ
で
は
中
心
の
花
が
崩
れ
な
い
よ
う
に
、
季
節
の
花
で
支
え
る
。

「
冬

（
枯
れ
）
（
交
ぜ
て
）

す
ゝ
き
、
か
や
、
か
れ
を
ま
せ
て
も
よ
し
」（『
龍
野
』）。「
冬
尾
花
」
は
、
冬
に
な
っ
て
も
残
っ
て
い
る
尾
花
。
尾
花
は
薄
の
花
穂
。
枯

れ
た
尾
花
や
萱
は
、
玉
鬘
の
亡
き
母
で
あ
る
夕
顔
を
暗
示
す
る
か
。

五
月
か
ら
六
月
と
限
定
す
る
の
は
、
当
巻
が
六
月
だ
か
ら
。

ま
せ

ゆ

注
３
の
『
小
鏡
』
参
照
。
物
語
に
も
、「
唐
の
、
大
和
の
、
籬
い
と
な
つ
か
し
く
結
ひ
な
し
て
」（
二
二
八
頁
）
と
あ
る
。

注
４
参

照
。
物
語
に
も
撫
子
が
「
咲
き
乱
れ
た
る
夕
映
え
い
み
じ
く
見
ゆ
」（
二
二
八
頁
）
と
あ
る
。

注
２

に
引
く
物
語
本
文
に
よ
る
。

「
水
草
」
は
、
水
中
ま
た
は
水
辺
に
生
え
る
草
。「
杜
若
」「
河
骨
」「
葦
」
も
、
水
辺
に
生
え
る
。「
杜
若
」
は
夏
に
紫
ま
た
は
白
の

や

み
ず

花
、「
河
骨
」
は
夏
に
黄
色
の
花
、「
葦
」
は
秋
に
多
数
の
小
花
か
ら
な
る
穂
を
つ
け
る
。
い
ず
れ
も
御
殿
の
池
や
遣
り
水
（
庭
に
作
ら
れ

た
川
）
を
暗
示
す
る
か
。
あ
る
い
は
注

の
川
と
の
関
連
か
。

「
鮎
、
い
し
ふ
し
を
、
か
も
川
、
か
つ
ら
河
よ
り
た
て
ま
つ
り
た
る
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を
」（『
小
鏡
』）。
鮎
は
古
来
よ
り
、
食
用
と
し
て
珍
重
さ
れ
て
い
る
。「
い
し
ぶ
し
」
は
、
ハ
ゼ
科
の
淡
水
魚
「
よ
し
の
ぼ
り
」
の
琵
琶

湖
沿
岸
地
方
で
の
呼
称
。
小
魚
で
、
常
に
小
石
の
多
い
水
底
に
い
る
こ
と
か
ら
こ
の
名
が
あ
る
。『
源
氏
物
語
』
に
は
、「
親
し
き
殿
上
人

あ
ま
た
さ
ぶ
ら
ひ
て
、
西
川
よ
り
奉
れ
る
鮎
、
近
き
川
の
い
し
ぶ
し
や
う
の
も
の
、
御
前
に
て
調
じ
て
ま
ゐ
ら
す
」（
二
二
三
頁
）
と
あ

る
。「
西
川
」
は
桂
川
の
異
称
、「
近
き
川
」
は
鴨
川
の
こ
と
。

「
魚
尾
」
は
魚
尾
葉
。
竹
の
葉
が
魚
の
尾
の
よ
う
に
二
枚
あ
る
も

の
。
未
生
流
系
の
伝
書
に
多
く
み
ら
れ
る
表
現
法
で
、
こ
の
ほ
か
、
葉
が
三
枚
の
も
の
を
金
魚
尾
、
二
枚
の
葉
の
間
に
芽
吹
き
葉
の
あ
る

も
の
を
飛
雁
（

少
女
の
巻
、
注

参
照
）
と
い
う
。
こ
こ
で
の
魚
尾
は
、
撫
子
に
例
え
ら
れ
た
玉
鬘
の
両
親
を
示
す
か
。（

武
蔵
隼
斗
）

カ
ヽ
リ
ヒ

廿
七

篝
火

タ
マ

ヲ
ン
コ

シ
ヤ
ウ

マ
コ
ト

ヲ
ン
コ

２

１ケ
ン
シ

源
氏
、
玉
か
つ
ら
を
御
子
と
賞
し
給
へ
と
も
、
誠
の
御
子
な
ら
ね
は
、「
む
か
し
の
御
か
た
み
に
も
、
み
た
て
ま
つ
ら
は
や
」
な
と
お
ほ

ツ
キ

カ
ヽ
リ
ヒ

ヲ
ン
コ
ト

シ
ラ
ベ

４

コ
ト

マ
ク
ラ

し
入
て
、

３ナツ夏
の
よ
の
月
な
き
こ
ろ
、
す
こ
し
く
も
れ
る
け
し
き
に
篝
火
を
と
も
し
て
、
御
琴
な
と
調
さ
せ
給
ふ
。
そ
の
琴
を
枕
に
、
そ

フ
シ

カ
ヽ
リ
ヒ

マ
キ

ひ
臥
給
ひ
し
事
あ
り
し
ゆ
へ
、
篝
火
の
巻
と
は
い
ふ
な
り
。
そ
の
折
の
御
歌
に
、

コ
ヒ

ケ
フ
リ

タ
ヘ

５カヽ
リ
ヒ

篝
火
に
い
ろ
そ
ふ
恋
の
煙
こ
そ
世
に
は
絶
せ
ぬ
ほ
の
ほ
成
ら
ん

カ
ヽ
リ
ビ

篝
火

コ
ノ
コ
デ
ン

ニ
ホ
ン

ハ
ナ
イ
レ

ス
キ
マ
テ

イ
ク

ハ
ナ

エ

シ

カ
ヽ
リ
ヒ

此
御
伝
、

６アカ
キ
ク

赤
菊
二
本
、
花
入
な
か
ば
過
迄
た
わ
や
か
に
さ
け
て
活
る
也
。

７モツ
ト
モ

尤
、
花
う
つ
む
き
て
も
、
く
る
し
か
ら
ず
、
衛
士
の
篝
火
の

コ
ヽ
ロ

ニ
サ
ン
マ
イ

ナ
ツ

心
な
り
。

８オ
ホ
ハ

大
葉
二
三
枚
あ
し
ら
ふ
へ
し
。

９シ
ヤ
カ

鳶
尾
も
よ
し
。
コ
ロ頃
は
夏
の
よ
の
こ
と
也
。

ク
ア
ン
イ
ハ
ク

ツ
キ

カ
ヽ
リ
ヒ

ヲ
ン
コ
ト

コ
ト
ハ

イ
ケ

ト
メ

愚
按
ニ

曰
、
ナ
ツ夏
の
よ
の
月
な
き
頃
、
篝
火
を
と
も
し
て
、
御
琴
な
と
を
調
さ
せ
給
ふ
と
云
詞
に
よ
り
て
、
マ
ツ松
を
生
、
み
き
と
し
、
留
に

ア
カ
イ
ロ
ハ
ナ

イ
ク

コ
ト

ア
カ
ハ
ナ

カ
ヽ
リ

ナ
ソ
ラ

ハ
ツ
カ
セ

コ
ト
ハ

ハ
キ

イ
ケ

チ
ナ
ミ

赤
色
花
を
活
る
も
よ
し
。
マ
ツ松
を
琴
と
し
、
赤
花
を
篝
に
准
ふ
。「
ヲ
キ荻
の
初
風
」
と
い
ふ
詞
あ
り
。
ヲ
キ荻
萩
も
活
て
縁
あ
り
。「
タ
マ
ク
ラ

手
枕
」
と
い
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コ
ト
ハ

キ
ク

ふ
詞
あ
り
。
ナ
ツ夏
菊
よ
せ
あ
り
。

二
十
七

篝
火

左
大
将
。
菊
、
大
葉
、
鳶
尾
、
松
。

【
訳
】
光
源
氏
は
玉
鬘
を
御
子
と
し
て
、
も
て
は
や
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
が
、
実
の
御
子
で
は
な
い
の
で
、「
昔
の
（
契
り
を
交
わ
し
た
夕

い
ち
ず

顔
の
）
御
形
見
と
し
て
拝
見
し
た
い
も
の
だ
」
な
ど
と
一
途
に
お
思
い
に
な
っ
て
、
夏
の
夜
の
月
の
な
い
頃
、
少
し
雲
が
出
て
暗
い
と
き

に
篝
火
を
灯
し
て
、
御
琴
な
ど
を
（
玉
鬘
に
）
演
奏
さ
せ
な
さ
る
。
そ
の
琴
を
枕
に
し
て
、（
玉
鬘
に
）
添
い
寝
な
さ
っ
た
事
が
あ
っ
た

た
め
、
篝
火
の
巻
と
は
言
う
の
で
あ
る
。
そ
の
時
の
（
光
源
氏
の
）
御
歌
に
、

篝
火
に
加
わ
る
煙
の
よ
う
に
、
恋
の
煙
こ
そ
、
決
し
て
世
に
途
絶
え
る
こ
と
の
な
い
炎
な
の
だ
ろ
う
。

こ
の
師
伝
に
よ
る
と
、
赤
菊
二
本
を
、
花
器
の
半
ば
過
ぎ
ま
で
し
な
や
か
に
下
げ
て
、
活
け
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
花
が
う
つ
む
い

て
い
て
も
見
苦
し
く
な
く
、
衛
士
（
宮
中
を
護
衛
す
る
武
士
）
の
（
焚
く
）
篝
火
の
趣
で
あ
る
。
大
葉
を
二
、
三
枚
添
え
る
の
が
よ
い
。

鳶
尾
で
も
よ
い
。
頃
は
夏
の
夜
の
こ
と
で
あ
る
。

愚
案
に
よ
る
と
、
夏
の
夜
の
月
の
な
い
頃
、
篝
火
を
焚
い
て
、（
光
源
氏
が
玉
鬘
に
）
御
琴
な
ど
を
演
奏
さ
せ
な
さ
る
と
い
う
一
節
に

よ
っ
て
、
松
を
活
け
て
中
心
と
し
、
留
め
に
赤
色
の
花
を
活
け
る
の
も
よ
い
。
松
を
琴
と
見
立
て
、
赤
花
を
篝
火
に
な
ぞ
ら
え
る
。

「
荻
の
初
風
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
荻
も
萩
も
活
け
る
の
に
、
ゆ
か
り
が
あ
る
。「
手
枕
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
夏
菊
に
い
わ
れ
が

あ
る
。

【
注
】
１
「
け
ん
し
、
玉
か
つ
ら
を
御
子
に
し
て
、
も
て
な
し
給
ふ
と
い
へ
と
も
、
誠
の
御
子
な
ら
ね
は
」（『
小
鏡
』）。「
源
氏
、
玉
か
つ

ら
を
御
子
と
賞
し
給
へ
と
も
、
誠
の
御
子
な
ら
ね
は
」（『
龍
野
』）。
玉
鬘
は
光
源
氏
の
実
の
娘
で
は
な
く
、
頭
中
将
と
夕
顔
と
の
間
に
生

ま
れ
た
娘
で
あ
る
。
夕
顔
は
頭
中
将
と
別
れ
た
後
、
光
源
氏
と
恋
仲
に
な
っ
た
が
、
急
死
し
た
。
光
源
氏
は
夕
顔
の
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
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ず
、
形
見
と
し
て
玉
鬘
を
引
き
取
っ
た
。

２
「「
む
か
し
の
御
か
た
み
に
も
見
た
て
ま
つ
ら
は
や
」
な
と
お
ほ
し
め
し
入
て
」（『
小

鏡
』）。「
夕
顔
の
御
か
は
り
に
も
や
と
、
心
よ
せ
さ
せ
」（『
龍
野
』）。
光
源
氏
は
夕
顔
の
面
影
を
忘
れ
形
見
で
あ
る
玉
鬘
に
見
出
だ
し
、

恋
慕
す
る
よ
う
に
な
る
。

３
「
夏
の
よ
の
月
な
き
こ
ろ
、
す
こ
し
く
も
れ
る
け
し
き
に
、
篝
火
を
と
も
し
て
、
御
琴
な
と
を
調
さ
せ
給

ふ
」（『
小
鏡
』）。「
月
な
き
夜
、
か
ゝ
り
火
を
と
も
さ
せ
、
御
琴
な
と
し
ら
へ
給
ひ
」（『
龍
野
』）。
光
源
氏
は
心
寂
し
い
気
持
ち
に
な
る

と
、
足
し
げ
く
玉
鬘
を
訪
れ
て
琴
を
教
え
た
。
場
面
は
七
月
五
、
六
日
頃
の
夕
月
夜
で
、
月
は
夕
方
早
く
に
出
て
、
夜
中
に
は
沈
ん
で
し

ま
う
た
め
、
ほ
の
暗
い
夜
と
な
る
。
月
の
な
い
夜
に
、
庭
に
明
か
り
が
な
い
の
は
気
味
が
悪
い
と
言
っ
て
、
光
源
氏
は
家
来
に
篝
火
を
焚

く
よ
う
に
命
じ
た
。
な
お
、
旧
暦
七
月
は
暦
の
上
で
は
初
秋
で
あ
る
が
、
ま
だ
残
暑
が
厳
し
い
の
で
、
ま
た
は
立
秋
の
前
な
の
で
、
物
語

に
も
「
夏
の
月
な
き
ほ
ど
」
と
あ
る
。

４
「
御
こ
と
を
枕
に
し
て
、
も
ろ
と
も
に
そ
ひ
ふ
し
給
へ
り
」（『
小
鏡
』）。「
琴
を
枕
に
そ
ひ

ふ
し
た
ま
ひ
し
事
、
有
り
し
ゆ
へ
、
か
ゝ
り
火
の
巻
と
申
事
に
て
候
」（『
龍
野
』）。
添
い
寝
は
す
る
が
、
ま
だ
男
女
の
仲
に
は
な
っ
て
い

な
い
。

５
巻
名
歌
。
第
二
句
の
「
色
添
ふ
」
は
、『
小
鏡
』『
龍
野
』
で
は
「
立
ち
添
ふ
」（
一
緒
に
立
つ
、
の
意
）、
結
句
の
「
な
る
ら

こ
ひ

ん
」
は
『
小
鏡
』
で
は
「
な
り
け
れ
」。
光
源
氏
が
、
言
い
寄
っ
て
も
応
え
て
く
れ
な
い
玉
鬘
に
向
け
て
詠
ん
だ
歌
。「
恋
」
の
「
ひ
」
に

「
火
」
を
掛
け
、
自
分
の
恋
心
を
篝
火
か
ら
昇
る
煙
に
な
ぞ
ら
え
る
。「
篝
火
に
あ
ら
ぬ
我
が
身
の
な
ぞ
も
か
く
涙
の
川
に
浮
き
て
燃
ゆ
ら

む
」（
古
今
集
・
恋
一
・
五
二
九
・
よ
み
人
知
ら
ず
）
の
よ
う
に
、
篝
火
は
恋
に
苦
し
む
身
に
例
え
る
。

６
「
此
か
た
、
赤
菊
、
二
本
、

花
入
半
過
迄
、
た
わ
や
か
に
さ
げ
て
生
る
」（『
龍
野
』）。
二
本
の
赤
菊
は
、
光
源
氏
と
玉
鬘
に
な
ぞ
ら
え
る
か
。
二
本
と
も
下
げ
て
活
け

る
の
は
、
養
女
へ
の
懸
想
も
、
養
父
か
ら
言
い
寄
ら
れ
る
の
も
心
苦
し
い
こ
と
で
、
そ
の
や
る
せ
な
い
思
い
の
表
わ
れ
で
あ
る
。
菊
の
赤

色
は
、
篝
火
に
よ
そ
え
た
恋
の
炎
を
暗
示
す
る
。

７
「
尤
、
花
う
つ
む
き
て
も
不
苦
。
ゑ
ぢ
の
か
ゝ
り
火
の
心
な
り
」（『
龍
野
』）。
篝

火
を
焚
く
と
き
、
鉄
製
の
籠
を
し
な
る
棒
で
吊
り
さ
げ
る
様
子
を
、「
う
つ
む
き
て
」
で
表
現
す
る
。
ま
た
、「
篝
火
の
影
と
な
る
身
の
わ
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び
し
き
は
流
れ
て
下
に
燃
ゆ
る
な
り
け
り
」（
古
今
集
・
恋
一
・
五
三
〇
・
よ
み
人
知
ら
ず
）
の
よ
う
に
、
篝
火
の
炎
は
苦
し
い
恋
の
炎

に
見
な
す
。
光
源
氏
も
注
５
の
歌
を
詠
ん
だ
の
ち
、
自
分
の
思
い
は
「
苦
し
き
下
燃
え
な
り
け
り
」（
二
五
七
頁
）
と
発
言
し
て
い
る
。

ま
ゆ
み

８
「
大
葉
」
は
大
き
な
葉
、
ま
た
は
シ
ソ
科
シ
ソ
属
の
葉
を
指
す
。
篝
火
は
「
け
し
き
こ
と
に
広
ご
り
臥
し
た
る
檀
の
木
の
下
」（
二
五

は

七
頁
）
に
置
か
れ
た
と
物
語
に
あ
る
の
で
、
地
面
に
這
う
よ
う
に
広
が
る
檀
を
大
葉
で
表
わ
し
た
か
。

９
鳶
尾
の
花
は
ア
ヤ
メ
に
似
る

が
小
形
、
白
色
で
紫
斑
が
あ
り
、
中
心
が
黄
色
い
。
そ
の
花
の
色
で
篝
火
の
炎
を
示
す
か
。
あ
る
い
は
葉
は
幅
広
で
三
〜
四
セ
ン
チ
に
な

る
の
で
、「
大
葉
」
の
代
用
か
。

注
３
参
照
。

注
３
参
照
。

「
み
き
」
は
活
け
花
に
お
い
て
中
心
と
な
る
木
。「
留
」
は
挿

花
の
根
元
に
付
け
て
、
緩
ま
な
い
よ
う
に
固
め
と
す
る
草
花
。「
赤
色
花
」
は
赤
色
の
花
な
ら
ば
種
類
を
問
わ
ず
、
篝
火
の
火
を
表
わ
す
。

和
歌
の
世
界
で
は
、
松
風
の
音
は
琴
の
音
に
喩
え
ら
れ
る
の
で
、
活
け
花
で
も
琴
を
松
で
表
現
す
る
。
例
、「
夏
の
夜
、
深
養
父
が
琴

み
じ
か
よ

ひ
く
を
き
き
て

短
夜
の
更
け
ゆ
く
ま
ま
に
高
砂
の
峰
の
松
風
吹
く
か
と
ぞ
聞
く
」（
後
撰
和
歌
集
・
夏
・
一
六
七
・
兼
輔
）。「
赤
花
」

は
ア
カ
バ
ナ
科
の
多
年
草
で
、
山
野
の
や
や
湿
っ
た
所
に
生
え
、
夏
に
紫
紅
色
の
小
さ
な
四
弁
花
を
つ
け
る
。
た
だ
し
こ
こ
で
の
「
赤

（
荻
）

花
」
は
、
赤
色
の
花
の
総
称
か
も
し
れ
な
い
が
、
い
ず
れ
の
場
合
も
篝
火
に
見
立
て
る
。

「
お
き
の
初
風
」（『
小
鏡
』
寄
合
語
）。

荻
は
水
辺
に
生
え
、
薄
に
似
て
、
そ
れ
よ
り
大
き
い
。
こ
の
場
面
は
初
秋
で
（
注
３
参
照
）、「
初
風
涼
し
く
吹
き
出
で
て
」「
荻
の
音
も

や
う
や
う
あ
は
れ
な
る
」（
二
五
六
頁
）
と
物
語
に
あ
る
。
荻
は
和
歌
で
は
風
と
共
に
詠
ま
れ
、
秋
の
訪
れ
を
気
づ
か
せ
る
草
で
あ
る
。

例
、「
荻
の
葉
の
そ
よ
と
つ
げ
ず
は
秋
風
を
今
日
か
ら
吹
く
と
誰
か
言
は
ま
し
」（
躬
恒
集
・
七
〇
）。

「
萩
」
は
秋
の
七
草
の
一
つ
。

秋
、
枝
先
に
蝶
型
の
花
を
多
数
咲
か
せ
る
。「
秋
の
色
を
知
ら
せ
そ
む
と
や
三
日
月
の
光
を
み
が
く
萩
の
下
露
」（
拾
遺
愚
草
・
二
二
六
・

う
は
か
ぜ

藤
原
定
家
）
の
よ
う
に
、
秋
を
示
す
代
表
的
な
植
物
と
し
て
詠
わ
れ
る
。
ま
た
、「
秋
は
な
ほ
夕
ま
ぐ
れ
こ
そ
た
だ
な
ら
ね
荻
の
上
風
萩

し
た
つ
ゆ

の
下
露
」（
和
漢
朗
詠
集
・
上
・
秋
・
秋
興
・
二
二
九
・
義
孝
少
将
）
と
詠
ま
れ
て
か
ら
は
、「
荻
の
上
風
、
萩
の
下
露
」
は
秋
の
趣
を
示

― ８７ ―
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す
成
句
と
し
て
定
着
す
る
。「
荻
萩
も
活
け
て
縁
あ
り
」
と
は
、
荻
も
萩
も
初
秋
の
場
面
に
ふ
さ
わ
し
い
か
ら
で
あ
る
。

『
源
氏
物

語
』
に
は
「
手
枕
」
と
い
う
語
は
な
い
が
、『
小
鏡
』
は
寄
合
語
と
し
て
「
琴
を
枕
」
と
共
に
挙
げ
て
い
る
。「
手
枕
」
は
和
歌
で
は
、
相

手
の
腕
を
枕
に
し
て
共
寝
す
る
情
景
で
歌
わ
れ
る
。

「
夏
菊
」
は
六
〜
七
月
に
花
が
咲
く
、
早
咲
き
型
の
菊
の
品
種
の
総
称
で
、
こ

の
初
秋
の
場
面
に
合
う
。

（
出
口
京
香
）

ノ
ワ
キ

廿
八

野
分

タ
イ
シ
ヤ
ウ

ウ
エ

ヒ
メ
ミ
ヤ

カ
タ

カ
ミ

ク
モ
ヰ

ヲ
ン
フ
ミ

２

１ユウ
キ
リ

夕
霧
の
大
将
あ
か
し
の
上
の
姫
宮
の
方
に
て
、
す
ゝ
り
、
紙
を
こ
ひ
て
、
雲
井
の
か
り
へ
御
文
つ
か
は
す
。
か
る
か
や
に
つ
く
か
み
の
い

ウ
ス

タ
イ
フ
ウ

モ
ノ

シ
ヨ
�
�

ヂ

カ
ハ
ラ

フ
キ

ろ
、
む
ら
さ
き
の
薄
や
う
也
。

３オリ折
し
も
大
風
ふ
き
、
物
さ
わ
か
し
く
、
所
々
の
つ
ゐ
地
、
す
い
が
き
、
瓦
な
と
吹
ち
ら
し
、
す
さ
ま
し

ア
サ

マ
イ
リ

ワ
ス
レ

く
、
お
そ
ろ
し
か
り
し
也
。

４ノ
ワ
キ

野
分
の
朝
、
け
ん
し
、
所
々
へ
風
の
と
ふ
ら
ひ
に
参
給
ひ
し
を
、
忘
さ
り
し
と
の
事
な
り
。

５風
さ
は
き
む
ら
雲
ま
よ
ふ
ゆ
ふ
へ
に
も
忘
る
ゝ
間
な
く
わ
す
ら
れ
ぬ
君

ノ
ワ
キ

野
分

イ
ハ
ク

コ
ノ
カ
タ

マ
カ
リ
マ
ツ

ト
メ

シ
セ
ツ

ハ
ナ

フ
キ
ス
キ

ケ
シ
キ

イ
ク

ニ
ホ
ン

カ
レ
ス
ヽ
キ

６コ
テ
ン

御
伝
ニ

曰
、
此
形
、
曲
松
に
、
留
、
か
や
、
時
節
の
花
を
あ
し
ら
ふ
べ
し
。

７タイ
フ
ウ

大
風
吹
過
た
る
気
色
を
生
へ
し
。

８マツ松
二
本
、
う
ら
枯
芒
も
よ

ハ
ツ
キ

し
。

９コロ頃
は
八
月
な
れ
は
也
。

愚
按
曰
、
雲
井
の
雁
の
御
い
と
こ
の
姫
君
を
深
く
夕
霧
の
大
将
、
心
に
か
け
給
ふ
あ
り
。
竹
を
生
、
飛
雁
の
葉
を
上
の
裏
に
ハ
サ
ミ
入

へ
し
。
又
、
御
文
、
紫
の
う
す
や
う
の
紙
也
。
薄
紫
の
花
よ
し
。
又
、
荻
を
生
る
は
、「
荻
の
葉
す
く
る
風
」
と
い
ふ
詞
に
よ
れ
り
。

イ
ク

ノ
ワ
キ

ム
ラ
サ
メ

ト
コ
ロ

コ
ト

ヲ
ン
カ
タ

タ
ン

ト
コ
ロ

又
、
芒
に
露
う
ち
た
る
を
活
る
は
、
野
分
に
村
雨
ふ
り
た
る
所
也
。
マ
タ又
、
琴
を
あ
か
し
の
御
方
、
弾
し
給
ふ
所
あ
り
。
マ
ツ松
に
を
み
な
へ

ア
カ
シ

マ
キ

イ

し
、
よ
し
。
マ
タ又
、
明
石
の
巻
の
意
も
、
ふ
く
み
て
よ
し
。
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二
十
八

野
分
（
風
吹
き
）
六
の
き
み
。
松
、
芒
、
竹
、
荻
。

く
も
い

か
り

【
訳
】
夕
霧
の
大
将
は
明
石
の
君
の
娘
（
明
石
の
姫
君
）
の
部
屋
で
、
硯
と
紙
を
求
め
て
、
雲
居
の
雁
へ
お
手
紙
を
（
書
い
て
）
送
ら
れ

か
る
か
や

る
。
刈
萱
に
付
け
る
紙
の
色
は
、
紫
の
薄
い
紙
で
あ
る
。
折
し
も
大
風
が
吹
い
て
騒
々
し
く
、
あ
ち
こ
ち
の
土
塀
、
透
垣
、
瓦
な
ど
を
吹

き
散
ら
し
、
激
し
く
て
怖
か
っ
た
の
で
あ
る
。
野
分
（
台
風
）
の
（
通
り
過
ぎ
た
翌
）
朝
、
光
源
氏
は
（
六
条
院
の
）
あ
ち
ら
こ
ち
ら

（
の
女
君
た
ち
）
へ
風
の
見
舞
い
に
参
ら
れ
た
が
、（
そ
の
間
も
夕
霧
は
雲
居
の
雁
を
）
忘
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。（
夕
霧
が

雲
居
の
雁
に
送
っ
た
歌
は
）

風
が
吹
き
荒
れ
、
一
群
の
雲
が
迷
う
夕
べ
で
も
、
忘
れ
る
間
も
な
く
忘
れ
ら
れ
な
い
あ
な
た
で
す
。

師
伝
に
よ
る
と
、
こ
の
形
は
曲
り
松
に
、
根
締
め
と
し
て
萱
や
季
節
の
花
を
取
り
合
わ
せ
る
の
が
よ
い
。
大
風
が
吹
き
過
ぎ
た
様
子
を
活

け
な
さ
い
。
松
は
二
本
、
先
が
枯
れ
た
薄
も
よ
い
。
頃
は
八
月
だ
か
ら
で
あ
る
。

い

と

こ

愚
案
に
よ
る
と
、
雲
居
の
雁
と
い
う
（
夕
霧
の
）
従
姉
妹
の
姫
君
を
、
夕
霧
の
大
将
は
深
く
心
に
か
け
て
お
ら
れ
る
。
竹
を
活
け
て
、

飛
雁
の
葉
を
上
の
裏
に
挾
み
入
れ
る
の
が
よ
い
。
ま
た
、（
夕
霧
が
雲
居
の
雁
へ
送
っ
た
）
お
手
紙
は
、
紫
の
薄
い
紙
で
あ
る
。
薄
紫

色
の
花
が
よ
い
。
ま
た
、
荻
を
活
け
る
の
は
、「
荻
の
葉
を
吹
き
過
ぎ
る
風
」
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
薄
に
露
を
置
い

た
の
を
活
け
る
の
は
、
野
分
で
村
雨
が
降
っ
て
い
る
風
情
で
あ
る
。
ま
た
、
琴
を
明
石
の
君
が
お
弾
き
に
な
る
場
面
が
あ
る
。
松
に
女

郎
花
（
を
活
け
る
の
）
が
よ
い
。
ま
た
、
明
石
の
巻
の
意
味
も
含
ん
で
い
て
よ
い
。

【
注
】
１
「
秋
も
半
の
月
、
夕
霧
の
大
将
、
あ
か
し
の
上
の
姫
宮
の
方
に
て
、
硯
、
紙
な
と
を
こ
ひ
た
ま
ひ
、
御
い
と
こ
、
雲
井
の
か
り

と
申
方
へ
、
文
し
て
お
く
り
給
ひ
」（『
龍
野
』）。「
風
の
ま
き
れ
に
御
い
も
う
と
の
あ
か
し
の
は
ら
の
姫
君
の
御
か
た
へ
参
り
給
ひ
て
、

硯
、
か
み
こ
ひ
て
、
か
の
雲
井
の
か
り
へ
御
文
つ
か
わ
す
」（『
小
鏡
』）。
夕
霧
は
野
分
の
巻
で
は
ま
だ
中
将
で
、
大
将
に
昇
進
す
る
の
は
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若
菜
上
の
巻
だ
が
、『
小
鏡
』
も
『
龍
野
』
も
大
将
と
す
る
。
雲
居
の
雁
と
夕
霧
は
い
と
こ
同
士
で
、
二
人
と
も
祖
母
の
大
宮
に
育
て

ら
れ
た
幼
馴
染
で
あ
り
、
年
頃
に
な
る
と
好
き
合
う
よ
う
に
な
る
。
そ
の
こ
と
を
内
大
臣
（
雲
居
の
雁
の
父
）
に
知
ら
れ
、
三
年
前
に
引

き
裂
か
れ
て
以
来
、
一
度
も
会
っ
て
い
な
い
。

２
「
か
る
や
か
に
つ
く
か
み
の
色
、
む
ら
さ
き
の
う
す
や
う
な
り
」（『
小
鏡
』）。

か
る
か
や

ふ

「
刈
萱
」
は
屋
根
葺
き
の
た
め
刈
り
取
る
草
の
総
称
。『
枕
草
子
』
も
「
草
の
花
は
」
の
段
に
「
か
る
か
や
」
を
挙
げ
て
い
る
。

３
「
頃

（
築
地
）

（
透
垣
）

は
八
月
に
大
風
ふ
き
て
、
物
さ
は
か
し
く
所
々
の
つ
ゐ
ち
、
す
い
か
き
、
瓦
な
と
ふ
き
ち
ら
し
、
す
さ
ま
し
く
、
お
そ
ろ
し
か
り
し
也
」

（『
小
鏡
』）。
築
地
は
泥
を
塗
り
固
め
て
作
る
の
で
、
雨
に
弱
く
崩
れ
や
す
い
。
透
垣
は
板
や
竹
で
、
間
を
少
し
透
か
し
て
作
っ
た
垣
根
。

４
「
野
わ
き
の
あ
さ
、
け
ん
し
、
所
々
へ
風
の
と
ふ
ら
ひ
に
参
ら
せ
給
ひ
し
な
り
」（『
小
鏡
』）。「
雲
井
の
か
り
と
申
方
へ
、
文
し
て
お

く
り
給
ひ
し
折
し
も
、
い
と
さ
う
�
�
し
く
、
大
風
ふ
き
に
し
も
、
わ
す
れ
さ
り
し
と
の
事
に
て
、
野
分
の
巻
と
申
に
て
候
」（『
龍

野
』）。
本
書
の
本
文
は
、『
小
鏡
』
の
文
章
の
後
に
『
龍
野
』
の
一
節
を
続
け
た
た
め
、
何
を
忘
れ
な
い
の
か
不
明
瞭
に
な
り
、
文
意
が

む
ら
く
も

分
か
り
に
く
い
。

５
巻
名
歌
。『
小
鏡
』『
龍
野
』
も
同
文
。「
群
雲
」
は
俄
に
群
が
り
集
ま
る
、
動
き
の
激
し
い
雲
。

６
「
此
か
た
、

（
萱
）

曲
ひ
松
に
切
留
メ
、
か
や
、
時
節
の
花
、
応
答
へ
し
」（『
龍
野
』）。
松
は
台
風
に
見
舞
わ
れ
た
た
め
、
曲
げ
た
形
に
活
け
る
。「
留
め
」

か
や

す
げ

は
根
締
め
で
、
挿
し
た
花
や
枝
な
ど
の
根
元
を
締
め
、
形
を
整
え
る
花
材
を
指
す
。
萱
は
薄
や
菅
な
ど
、
屋
根
を
葺
く
の
に
用
い
る
草
の

総
称
（
注
２
参
照
）。「
時
節
の
花
」
は
旧
暦
八
月
（
注
９
参
照
）
に
咲
く
花
。

７
「
大
風
の
吹
く
躰
に
生
へ
し
」（『
龍
野
』）。

８

（
致
）

（
枯
れ
）（
薄
）

「
松
、
二
本
に
も
い
た
し
候
。
冬
か
れ
す
ゝ
き
も
よ
し
」（『
龍
野
』）。
二
本
の
松�

は
、
再
会
を
待�

つ�

夕
霧
と
雲
居
の
雁
を
暗
示
す
る
か
。

う
ら
が

「
末
枯
れ
」
は
秋
の
末
に
、
草
木
の
梢
や
葉
先
が
枯
れ
る
こ
と
。
薄
は
秋
に
大
き
い
黄
褐
色
の
花
穂
を
つ
け
、
そ
の
穂
先
が
枯
れ
た
様
子

を
指
し
、『
龍
野
』
の
「
冬
枯
れ
薄
」
も
ほ
ぼ
同
じ
形
態
。

９
注
３
の
『
小
鏡
』
参
照
。

「
か
の
雲
井
雁
と
よ
み
し
御
い
と
こ
の

姫
君
を
、
ふ
か
く
心
に
か
け
て
」（『
小
鏡
』）。

飛
雁
は
、
二
枚
の
竹
の
葉
の
間
に
あ
る
芽
吹
き
葉
を
指
す
。

少
女
の
巻
、
注

参
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お
と

照
。

注
２
参
照
。

「
お
ほ
か
た
に
荻
の
葉
過
ぐ
る
風
の
音
も
我
が
身
一
つ
に
し
む
心
ち
し
て
」（『
小
鏡
』）。
光
源
氏
は
明
石
の

君
を
見
舞
っ
た
が
、
す
ぐ
に
立
ち
去
っ
た
あ
と
、
明
石
の
君
が
詠
ん
だ
歌
。「
荻
の
葉
」
は
明
石
の
君
自
身
、「
風
」
は
光
源
氏
に
喩
え
、

光
源
氏
の
形
だ
け
の
見
舞
い
に
対
す
る
感
謝
と
失
望
の
念
を
歌
う
。
参
考
「
い
と
ど
し
く
も
の
思
ふ
宿
の
荻
の
葉
に
秋
と
告
げ
つ
る
風
の

わ
び
し
さ
」（
後
撰
和
歌
集
・
秋
上
・
よ
み
人
知
ら
ず
）。

「
野
分
に
村
雨
ふ
り
た
る
、
心
得
へ
し
」（『
小
鏡
』）。「
村
雨
」
は
急
に

激
し
く
降
っ
て
は
止
む
、
に
わ
か
雨
。
物
語
で
は
台
風
の
通
り
過
ぎ
た
あ
と
、
未
明
に
村
雨
が
降
る
。

光
源
氏
が
明
石
の
君
を
見
舞

っ
た
時
、
明
石
の
君
は
琴
を
弾
い
て
い
た
。

琴
の
音
に
松
風
の
音
が
似
通
う
こ
と
か
ら
、
和
歌
で
は
松
風
を
琴
の
奏
楽
に
喩
え
る
。

ね

例
、「
琴
の
音
に
峰
の
松
風
通
ふ
ら
し
い
づ
れ
の
を
よ
り
調
べ
そ
め
け
ん
」（
拾
遺
和
歌
集
・
雑
上
・
四
五
一
・
斎
宮
女
御
・
松
風
入
夜
琴

お
み
な
え
し

と
い
ふ
題
を
よ
み
侍
り
け
る
）。
女
郎
花
は
秋
の
七
草
の
一
つ
で
、
和
歌
で
は
女
性
に
例
え
て
詠
む
。
こ
こ
で
は
明
石
の
君
を
女
郎
花
、

琴
を
松
で
表
現
す
る
。

光
源
氏
は

明
石
の
巻
で
帰
京
す
る
際
、
都
か
ら
持
参
し
た
琴
を
形
見
と
し
て
明
石
の
君
に
残
し
た
。

（
胡
鴻
洋
）

ミ
ユ
キ

廿
九

御
幸

１

オ
ホ
ハ
ラ
ノ

キ
ヤ
ウ
カ
ウ

オ
ン
ト
モ

４

オ
ン
ウ
タ

こ
ろ
は
十
二
月
ニ

、
２ミカ
ト
帝
、大
原
野
に
行
幸
あ
り
し
に
、

３ケ
ン
シ

源
氏
の
御
も
の
い
み
あ
り
て
、
御
供
な
く
、
ほ
い
な
し
と
て
、
御
歌
を
く
た
さ
れ
し

５

ウ
タ

６

レ
イ
セ
イ
イ
ン
ナ
リ

キ
ヤ
ウ

を
、
御
か
へ
し
の
歌
な
と
あ
り
。
此
み
ゆ
き
は
冷
泉
院
也
。

７タカ
ヽ
リ

鷹
狩
な
れ
は
、
い
ろ
�
�
の
興
あ
り
。

８ユキ雪
ふ
か
き
を
し
ほ
の
山
に
立
き
し
の
ふ
る
き
あ
と
を
も
け
ふ
は
た
つ
ね
よ

コ
ヘ
ン
ジ

９ケ
ン
シ

源
氏
、
御
返
事
、

ヤ
マ

マ
ツ
ハ
ラ

ハ
カ
リ

を
し
ほ
山
み
ゆ
き
つ
も
れ
る
松
原
に
け
ふ
斗
な
る
あ
と
や
な
か
ら
ん

ミ
ユ
キ

御
幸

― ９１ ―
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コ
テ
ン
イ
ワ
ク

イ

カ
ン
カ
フ

ワ
カ
マ
ツ

シ
セ
ツ

ク
ハ
ホ
ク（
マ
マ
）

サ
ヽ

御
伝
ニ

曰
、
コ
ノ
マ
キ

此
巻
の
意
を
以
考
る
に
、
若
松
に
時
節
の
木
花
を
あ
し
ら
ふ
へ
し
。
ト
メ留
は
ふ
き
は
、
笹
も
よ
し
。
コ
ロ頃
は
十
二
月
、
オ
ホ
ハ
ラ
ノ

大
原
野

御

幸

に
み
ゆ
き
し
給
ひ
し
也
。

雪
ふ
か
き
を
し
ほ
の
山
に
た
つ
き
し
の
ふ
る
き
跡
を
も
け
ふ
は
た
つ
ね
よ

タ
カ
ヽ
リ

ミ
カ
ト

小

塩

ヤ
マ

コ
マ
ツ

イ
ク

ナ
ラ
ヒ

愚
按
曰
、
ミ
ユ
キ

行
幸
と
は
鷹
狩
に
帝
の
い
て
ま
し
あ
る
を
い
ふ
な
り
。
さ
て
、
を
し
ほ
山
と
い
ふ
よ
り
、
小
松
を
活
る
習
也
。「
オ
ホ
ハ
ラ

大
原
や
を

ヤ
マ

コ
マ
ツ

コ

カ

キ

シ

ケ
イ
フ
ツ

イ
ク

し
ほ
の
山
の
小
松
原
」
と
い
ふ
古
歌
に
よ
れ
り
。
マ
タ又
、
雉
子
を
景
物
と
す
。
フ
イ
リ
ノ
ハ

班
葉
の
も
の
を
活
る
。
コ
レ是
を
キ

シ
雉
子
に
た
と

真
白
フ
ノ
鷹
ト
モ
ニ
ル

ふ
。
ナ
ニ何
に
よ

イ
リ

サ
ウ
モ
ク

コ
ボ
ク

コ
ケ

タ
ケ

ら
す
、
ふ
入
の
草
木
あ
り
。
マ
タ又
、「
ふ
る
き
あ
と
」
と
い
ふ
よ
り
、
古
木
に
苔
な
ど
の
つ
き
た
る
よ
し
。

ス
キ

カ
ヤ

マ
ツ松
・
杉
・
栢

皆
千
載
ヲ
フ
ル
モ
ノ

・
か
し
わ
・
竹
、

カ
ナ

マ
タ

ア
ト

シ
ロ
キ
ハ
ナ

オ
ホ

イ
ク

皆
「
ふ
る
き
あ
と
」
ゝ
い
ふ
に
叶
ふ
也
。
ウ
メ梅
も
又
、「
ふ
る
き
跡
」
と
い
ふ
に
、
か
な
ふ
へ
か
ら
ん
。
又
、
白
花
を
多
く
活
る
も
よ
し
。

ナ
ソ
ラ

ユ
キ雪
の
ふ
り
た
る
け
し
き
に
准
ふ
也
。

二
十
九

御
幸
（
鷹
狩
）
弁
の
き
み
。
若
松
、
時
節
の
木
花
。
ふ
き
、
笹
、（
松
、
杉
、
柏
、
檞
、
竹
、
古
木
）。

も
の
い

【
訳
】
頃
は
十
二
月
に
、
帝
が
大
原
野
へ
行
幸
さ
れ
た
と
き
に
、
光
源
氏
は
御
物
忌
み
が
あ
っ
て
、（
帝
の
行
幸
に
）
御
供
す
る
こ
と
が
な

く
、（
冷
泉
帝
は
光
源
氏
の
不
参
加
を
）
不
本
意
で
あ
る
と
し
て
、（
光
源
氏
へ
）
御
歌
を
お
与
え
に
な
っ
た
の
に
対
し
、（
光
源
氏
の
）

御
返
し
の
歌
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
行
幸
（
を
な
さ
っ
た
天
皇
）
は
、
冷
泉
帝
で
あ
る
。
鷹
狩
り
（
の
行
幸
）
で
あ
る
の
で
、
様
々
な
興
趣

が
あ
る
。

お
し
お
や
ま

雪
深
い
小
塩
山
へ
と
飛
び
立
つ
雉
の
足
跡
を
尋
ね
る
よ
う
に
、
こ
の
大
原
野
の
行
幸
と
い
う
昔
か
ら
の
し
き
た
り
を
今
日
は
尋
ね
て

（
あ
な
た
に
も
同
行
し
て
）
ほ
し
か
っ
た
。

光
源
氏
の
御
返
事
と
し
て
、
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小
塩
山
に
深
雪
が
降
り
積
も
っ
た
松
原
に
、
今
日
ほ
ど
の
（
盛
ん
な
御
幸
の
）
先
例
は
な
い
で
し
ょ
う
。

師
伝
に
よ
る
と
、
こ
の
巻
の
主
旨
を
考
え
る
に
、
若
松
に
季
節
の
花
木
を
あ
し
ら
う
の
が
よ
い
。
花
留
め
は
蕗
の
葉
、
笹
も
よ
い
。
頃
は

十
二
月
、
大
原
野
に
行
幸
な
さ
っ
た
の
で
あ
る
。

雪
深
い
小
塩
山
へ
と
飛
び
立
つ
雉
の
足
跡
を
尋
ね
る
よ
う
に
、
こ
の
大
原
野
の
行
幸
と
い
う
昔
か
ら
の
し
き
た
り
を
今
日
は
尋
ね
て

（
あ
な
た
に
も
同
行
し
て
）
ほ
し
か
っ
た
。

愚
案
に
よ
る
と
、
行
幸
と
は
、
鷹
狩
り
に
帝
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
。
さ
て
、
小
塩
山
と
い
う
こ
と
に
よ
り
、
小
松

を
活
け
る
な
ら
わ
し
が
あ
る
。「
大
原
や
小
塩
の
山
の
小
松
原
」
と
い
う
古
歌
に
よ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
雉
子
を
風
物
と
す
る
。
斑
入

り
の
葉
の
も
の
を
活
け
る
。
こ
れ
を
雉
子
に
た
と
え
る
。（
雉
は
）
真
白
斑
の
鷹
に
も
似
る
。
何
の
草
木
に
限
ら
ず
、
斑
入
り
の
草
木

か
や

が
あ
る
。
ま
た
、「
古
き
跡
」
と
い
う
こ
と
に
よ
り
、
古
木
に
苔
な
ど
が
付
い
て
い
る
の
も
よ
い
。
松
・
杉
・
栢
・
柏
・
竹
は
す
べ
て
、

長
い
年
月
を
経
た
も
の
で
、
い
ず
れ
も
「
古
き
跡
」
と
い
う
の
に
合
う
の
で
あ
る
。
梅
も
ま
た
、「
古
き
跡
」
と
い
う
の
に
合
っ
て
い

る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
白
い
花
を
多
く
活
け
る
の
も
よ
い
。
雪
の
降
っ
て
い
る
様
子
に
な
ぞ
ら
え
る
の
で
あ
る
。

（
マ
マ
）

し

は

す

【
注
】
１
「
こ
ろ
は
二
月
に
」（『
龍
野
』）。「
頃
は
十
二
月
な
り
」（『
小
鏡
』）。『
源
氏
物
語
』
に
は
、「
そ
の
十
二
月
に
、
大
原
野
の
行
幸

と
て
」（
二
八
九
頁
）
と
あ
る
。

２
「
み
か
と
、
大
原
野
に
行
幸
あ
り
し
に
」（『
龍
野
』）。「
此
行
幸
は
、
大
原
野
の
行
幸
の
事
な
り
」

（『
小
鏡
』）。
帝
は
今
上
帝
（
冷
泉
帝
）。
大
原
野
は
平
安
京
の
西
方
に
位
置
し
、
そ
こ
に
は
藤
原
氏
の
氏
神
を
祭
り
朝
廷
の
尊
崇
が
厚
い

大
原
野
神
社
が
鎮
座
す
る
。

３
「
源
氏
の
御
も
の
い
み
あ
り
て
御
供
な
く
」（『
龍
野
』）。
物
忌
み
と
は
、
陰
陽
道
で
日
や
方
角
が
悪
い

と
さ
れ
る
と
き
に
、
一
定
期
間
、
家
に
こ
も
っ
て
心
身
を
慎
む
こ
と
。
光
源
氏
は
、
物
忌
み
を
理
由
に
行
幸
に
参
加
し
な
か
っ
た
。

４

（
下
さ
れ
）

「
ほ
い
な
し
と
て
、
御
歌
を
く
た
さ
れ
し
を
」（『
龍
野
』）。
光
源
氏
の
不
参
加
を
残
念
に
思
っ
た
冷
泉
帝
は
、
光
源
氏
に
注
８
の
和
歌
を

― ９３ ―
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詠
ん
で
送
っ
た
。

５
「
源
氏
、「
お
し
ほ
山
御
幸
つ
も
れ
る
」
と
御
返
し
あ
り
し
を
」（『
龍
野
』）。
光
源
氏
は
冷
泉
帝
に
注

の
歌
を

（
忍
び
）

（

冷

泉

院

）

返
し
た
。

６
「
主
上
は
、
か
の
源
氏
の
御
し
の
ひ
の
御
子
、
れ
い
せ
い
ゐ
ん
に
て
お
は
し
ま
し
き
」（『
小
鏡
』）。
冷
泉
帝
は
桐
壺
帝
の

皇
子
と
さ
れ
て
い
る
が
、
実
は
光
源
氏
の
子
。

７
大
原
野
は
平
安
時
代
に
は
朝
廷
の
狩
猟
が
行
な
わ
れ
、
当
巻
の
大
原
野
行
幸
も
鷹
狩

り
が
目
的
で
あ
る
。

８
『
小
鏡
』
に
掲
載
。
上
の
句
は
序
詞
。「
ふ
る
き
跡
」
は
、
足
跡
と
事
跡
の
両
意
。

９
「
源
氏
、
御
返
事
」

み
ゆ
き

み
ゆ
き

（『
小
鏡
』）。
注
５
を
参
照
。

巻
名
歌
。『
小
鏡
』『
龍
野
』
に
も
掲
載
。
第
二
句
の
「
み
ゆ
き
」
に
「
深
雪
」
と
「
行
幸
」
を
掛
け

る
。
今
日
の
行
事
を
前
例
の
な
い
盛
大
さ
と
讃
え
、
自
身
の
不
参
加
を
は
ぐ
ら
か
し
て
い
る
。

「
此
形
、
身
木
、
若
松
に
、
時
節
の

木
花
、
応
答
へ
し
」（『
龍
野
』）。
若
松
は
樹
齢
の
若
い
松
、
ま
た
は
生
え
て
間
も
な
い
松
。
若
松
を
用
い
る
理
由
は
注

を
参
照
。

（
焼
葉
笹
）

「
留
メ
、
や
き
は
笹
な
り
」（『
龍
野
』）。「
ふ
き
は
」
の
意
味
は
、『
源
氏
流
極
秘
奥
儀
抄
』
草
の
巻
に
も
「
ふ
き
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
蕗

の
葉
で
あ
る
が
、『
龍
野
』
に
は
「
や
き
は
笹
」
と
あ
る
。
焼
葉
笹
は
隈
笹
の
別
称
で
、
葉
は
冬
に
な
る
と
縁
が
白
色
に
変
わ
る
。
白
色

は
注

の
雪
を
表
わ
す
か
。

注
１
を
参
照
。

注
２
を
参
照
。

注
８
の
歌
と
同
じ
。

注
７
を
参
照
。

小
塩
山
は
、

京
都
市
西
京
区
大
原
野
に
あ
る
大
原
山
の
別
名
。

小
松
を
生
け
る
の
は
、「
大
原
や
小
塩
の
山
の
小
松
原
は
や
木
高
か
れ
千
代
の
影

見
む
」（
後
撰
和
歌
集
・
哀
傷
・
一
三
七
三
・
紀
貫
之
）
に
よ
る
。

物
語
で
は
鷹
狩
り
で
捕
ら
え
た
雉
に
、
注
８
の
冷
泉
帝
御
詠
が

ふ

い

添
え
ら
れ
た
。

斑
入
り
と
は
、
地
の
色
と
違
っ
た
色
が
ま
だ
ら
に
交
じ
っ
て
い
る
こ
と
で
、
植
物
で
は
葉
や
花
な
ど
に
見
ら
れ
珍
重

さ
れ
た
。「
班
葉
」
は
「
斑
葉
」
の
誤
写
、
ま
た
は
慣
用
的
に
「
班
」
の
字
を
代
用
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

雌
の
雉
は
全
体
に
黄

ま
し
ら
ふ

褐
色
で
、
黒
褐
色
の
斑
紋
が
散
在
し
て
い
る
。
ま
た
「
真
白
斑
の
鷹
」
は
、
羽
毛
に
白
い
ま
だ
ら
な
紋
の
あ
る
鷹
。

斑
入
り
で
あ
れ

ば
、
草
木
の
種
類
は
問
わ
な
い
。

注
８
の
歌
の
第
四
句
「
古
き
跡
」
に
よ
り
、
苔
む
し
た
古
木
を
用
い
る
。

松
・
杉
・
栢
は
常

緑
高
木
で
、
冬
に
お
い
て
も
緑
の
葉
を
見
せ
る
こ
と
か
ら
、
不
老
長
寿
の
象
徴
と
し
て
尊
ば
れ
、
こ
こ
で
は
冷
泉
帝
の
治
世
を
寿
ぐ
。
そ
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れ
に
対
し
て
柏
は
落
葉
高
木
で
あ
る
が
、
松
柏
と
い
う
語
は
常
緑
樹
の
総
称
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
竹
に
関
し
て
は
注

を
参
照
。

冬
の
寒
さ
に
耐
え
て
松
や
竹
は
緑
を
保
ち
、
梅
は
花
を
咲
か
せ
る
た
め
、
松
竹
梅
は
古
来
「
歳
寒
の
三
友
」
と
し
て
、
め
で
た
い
も
の
の

象
徴
と
さ
れ
る
。

注
８
の
初
句
「
雪
深
き
」
に
よ
る
。

（
武
蔵
隼
斗
）

フ
チ
ハ
カ
マ

三
十

蘭
ナ
イ
シ

ヒ
ケ
ク
ロ

コ
ロ

ユ
フ
キ
リ

タ
イ
シ
ヤ
ウ

ラ
ン

ハ
ナ

ミ
コ
ト

オ
リ

ワ
レ

１タマ玉
か
つ
ら
の
内
侍
、
い
ま
た
鬚
黒
の
も
と
へ
御
う
つ
り
な
き
頃
、
夕
霧
の
大
将
、
蘭
の
花
の
見
事
な
る
を
折
て
、「
我
に
は
ふ
く
あ
り
」

２

ユ
フ
キ
リ

タ
イ
シ
ヤ
ウ

キ
ヤ
ウ
タ
イ

イ
フ

と
、
み
す
の
外
よ
り
さ
し
出
し
給
へ
り
。
玉
か
つ
ら
と
夕
霧
の
大
将
は
、
ま
こ
と
の
兄
弟
に
て
は
な
く
候
。
ら
ん
と
云
ふ
も
、
ふ
ち
は

ヲ
ン
テ

か
ま
の
こ
と
故
、
こ
の
巻
の
名
と
は
、
し
た
る
な
り
け
り
。

３コノ
ウ
タ

此
歌
を
よ
み
て
御
手
を
い
さ
ゝ
か
、
ひ
き
う
こ
か
し
た
り
。

４

ツ
ユ

（
マ
マ
）

フ
チ
ハ
カ
マ

お
な
し
野
の
露
に
や
ぬ
る
ゝ
藤
袴
あ
は
れ
は
か
け
よ
か
こ
と
計
も

フ
チ
ハ
カ
マ
蘭

コ
テ
ン
イ
ハ
ク

フ
チ
ハ
カ
マ

ミ
キ

（
マ
マ
）

イ
ト
ス
ヽ
キ

シ
セ
ツ

ハ
ナ

セ
ン
ゴ
フ
タ
カ
フ

イ
ク

ト
モ

御
伝
ニ

曰
、

５コノ
カ
タ

此
形
、
藤
袴
を
幹
に
に
し
て
、
糸
芒
を
も
時
節
の
花
を
も
あ
し
ら
ふ
へ
し
。

６コノ
カ
タ

此
形
は
前
後
二
株
に
活
へ
し
。

７リヤ
ウ
ハ
ウ

両
方
共
み
き

オ
ナ

ミ
キ
ミ
キ

マ
ヘ

ヒ
タ
リ

シ
ヨ
チ
カ

ヤ
ウ

イ
ク

も
あ
し
ら
ひ
も
、
同
し
や
う
に
い
く
へ
し
。

８モツ
ト
モ

尤
う
し
ろ
幹
右
に
あ
し
ら
ひ
、
前
の
み
き
左
に
あ
し
ら
ふ
へ
し
。

９ハ場
所
違
へ
る
様
に
活
へ

し
。
習
と
す
。

ク
ア
ア
ン
イ
ハ
ク

ラ
ン

イ
フ

フ

イ
ハ
ク

ラ
ン

シ
オ
ン
ク
ハ

コ
ノ
セ
ツ

ア
タ

愚
按
ニ

曰
、
蘭
を
フ
ヂ
ハ
カ
マ
と
云
。
ク
ン
ハ
ウ

群
芳
譜
ニ

曰
、
蘭
は
ア
ラ
ヽ
ギ
也
。
紫
苑
花
を
フ
ヂ
ハ
カ
マ
と
云
也
。
此
説
コ
ヽ
ニ
当
れ
り
。
た

ラ
ン

ラ
ン

イ
ケ

マ
タ

サ
キ

ウ
チ

イ
レ

コ
ノ
ウ
タ

ヲ
ン
テ

と
へ
蘭
に
て
も
蘭
は
活
か
た
か
る
へ
し
。
又
、
ラ
ン蘭
の
花
の
い
と
お
も
し
ろ
く
咲
た
る
を
み
す
の
内
へ
さ
し
入
て
、
此
歌
を
よ
み
て
御
手

ヒ
キ

コ
ノ
ラ
ン

フ
チ

を
い
さ
ゝ
か
引
う
こ
か
し
た
り
云
云
。
此
蘭
と
い
へ
る
も
ラ
ン
に
は
あ
ら
て
、
藤
ば
か
ま
な
る
べ
し
。
又
、
イ
ト
ス
ヽ
キ

糸
芒
、
フ
ト
イ
太
藺
、
ト
グ
サ

イ
ケ

ミ
ス

な
と
を
も
活
て
よ
し
。
是
を
簾
と
み
る
と
知
る
へ
し
。

― ９５ ―
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シ
オ
ン

三
十

蘭

あ
か
し
の
入
道
。
藤
袴
、
糸
芒
、
紫
苑
、
太
葦
。
疑
ヒ
ア
リ

【
訳
】
玉
鬘
の
内
侍
が
、
ま
だ
髭
黒
の
大
将
の
も
と
へ
（
結
婚
し
て
）
お
引
越
し
に
な
ら
な
い
頃
、
夕
霧
の
大
将
が
蘭
の
花
の
見
事
な
も

み

す

の
を
手
折
り
、「
私
に
は
（
あ
な
た
と
同
じ
色
の
）
喪
服
を
着
る
（
不
思
議
な
ご
縁
が
あ
り
ま
す
）」
と
、
御
簾
の
外
よ
り
差
し
入
れ
な
さ

ら
ん

ふ
じ
ば
か
ま

っ
た
。
玉
鬘
と
夕
霧
の
大
将
は
、
実
の
兄
弟
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
蘭
と
い
う
の
も
藤
袴
の
こ
と
な
の
で
、
こ
の
巻
の
名
と
し
た
の
だ
。

（
夕
霧
の
大
将
は
）
こ
の
歌
を
詠
み
、（
玉
鬘
の
）
御
手
を
ほ
ん
の
少
し
引
き
動
か
し
た
。

同
じ
野
に
あ
っ
て
露
に
濡
れ
て
い
る
藤
袴
の
よ
う
に
、（
あ
な
た
と
同
じ
大
宮
の
孫
と
し
て
祖
母
の
喪
に
服
し
て
い
る
私
を
）
い
と

お
し
い
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。
申
し
訳
程
度
で
も
。

師
伝
に
よ
る
と
、
こ
の
形
式
は
藤
袴
を
中
心
と
し
て
、
糸
薄
も
季
節
の
花
も
（
そ
の
取
り
合
わ
せ
と
し
て
）
あ
し
ら
う
の
が
よ
い
。
こ
の

形
式
は
、
前
後
に
二
株
に
（
分
け
て
）
活
け
る
の
が
よ
い
。（
前
後
二
株
の
）
両
方
と
も
、
中
心
（
の
藤
袴
）
も
取
り
合
わ
せ
（
の
草
花
）

も
、
同
じ
よ
う
に
活
け
る
の
が
よ
い
。
も
っ
と
も
、
後
ろ
の
中
心
（
の
藤
袴
）
は
右
に
あ
し
ら
い
、
前
の
中
心
（
の
藤
袴
）
は
左
に
あ
し

ら
う
の
が
よ
い
。（
前
後
の
藤
袴
は
そ
れ
ぞ
れ
）
場
所
を
違
う
よ
う
に
活
け
る
の
が
よ
い
。（
そ
れ
を
）
決
ま
り
と
す
る
。

愚
案
に
よ
る
と
、
蘭
を
フ
ジ
バ
カ
マ
と
い
う
。『
群
芳
譜
』
に
よ
る
と
、「
蘭
は
ア
ラ
ラ
ギ
で
あ
る
。
紫
苑
花
を
フ
ヂ
バ
カ
マ
と
い
う
」

と
あ
る
。
こ
の
説
が
こ
こ
で
は
当
て
は
ま
る
。
た
と
え
蘭
で
あ
っ
て
も
、
蘭
は
活
け
に
く
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、（
夕
霧
の
大
将
が
）
蘭

の
花
の
、
実
に
美
し
く
咲
い
て
い
る
も
の
を
御
簾
の
内
へ
さ
し
入
れ
て
、
こ
の
歌
を
詠
み
（
玉
鬘
の
）
御
手
を
ほ
ん
の
少
し
引
き
動
か

と
く
さ

し
た
と
云
々
。
こ
の
蘭
と
言
っ
て
い
る
の
も
ラ
ン
で
は
な
く
、
藤
袴
で
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
糸
薄
、
太
藺
、
木
賊
な
ど
も
活
け
て
よ

い
。
こ
れ
を
御
簾
に
見
立
て
る
と
知
り
な
さ
い
。

【
注
】
１
「
玉
か
つ
ら
の
内
侍
、
い
ま
た
、
ひ
け
く
ろ
の
も
と
へ
御
移
り
な
き
頃
、
夕
霧
の
大
将
、
ら
ん
の
花
の
見
事
成
を
折
て
、
我
に

『
源
氏
流
極
秘
奥
儀
抄
』
注
釈
（
四
）
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藤
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（
服
）

は
ふ
く
あ
り
と
、
み
す
の
外
よ
り
、
さ
し
い
た
し
に
あ
る
歌
に
て
あ
り
ま
い
ら
せ
候
」（『
龍
野
』）。「
ら
ん
の
花
」
に
つ
い
て
は
、
注
２

（
蘭
）

を
参
照
。

２
「
玉
か
つ
ら
と
夕
霧
の
大
将
は
、
ま
こ
と
の
兄
弟
に
て
は
な
く
候
。
ら
ん
と
い
ふ
も
、
ふ
ち
は
か
ま
の
事
ゆ
へ
、
此
巻
の

名
と
い
た
し
た
る
事
に
て
ま
い
ら
せ
候
」（『
龍
野
』）。「
ら
ん
」
は
藤
袴
の
異
名
。
藤
袴
は
漢
名
が
蘭
で
、
秋
に
淡
紫
色
の
花
を
咲
か
せ

く
ず
は
な
な
で
し
こ

お
み
な
え
し

る
。
山
上
憶
良
が
秋
の
七
草
を
読
み
込
ん
だ
歌
、「
萩
の
花
尾
花
葛
花
撫
子
が
花
女
郎
花
ま
た
藤
袴
朝
顔
が
花
」（
万
葉
集
・
巻
八
・
一
五

三
八
）
に
も
見
ら
れ
る
。『
和
漢
朗
詠
集
』
な
ど
で
は
歌
題
と
し
て
「
蘭
」
を
立
て
る
が
、
歌
中
で
は
和
名
の
「
藤
袴
」
が
用
い
ら
れ
る
。

『
古
今
和
歌
集
』
で
は
、「
主
知
ら
ぬ
香
こ
そ
匂
へ
れ
秋
の
野
に
誰
が
脱
ぎ
か
け
し
藤
袴
ぞ
も
」（
秋
上
・
二
四
一
・
素
性
）
の
よ
う
に
、

主
に
そ
の
香
り
が
賞
で
ら
れ
た
。

３
「
蘭
の
花
の
い
と
お
も
し
ろ
き
を
、
み
す
の
内
へ
さ
し
入
て
、
此
歌
を
よ
み
て
、
御
手
を
い
さ
ゝ

か
、
ひ
き
う
こ
か
し
た
り
」（『
小
鏡
』）。『
源
氏
物
語
』
で
は
「
御
手
」
で
は
な
く
、
夕
霧
が
御
簾
ご
し
に
玉
鬘
の
「
御
袖
」
を
つ
か
み

引
き
動
か
し
た
。「
此
歌
」
は
注
４
の
和
歌
を
指
す
。

４
巻
名
歌
。
第
二
句
は
『
小
鏡
』
も
『
龍
野
』
も
「
露
に
や
濡
る
る
」
だ
が
、

し
お

『
源
氏
物
語
』
は
「
露
に
や
つ
る
る
」（
露
に
萎
れ
る
）。
宮
仕
え
を
勧
め
る
光
源
氏
の
使
い
と
し
て
、
玉
鬘
の
も
と
を
訪
れ
た
夕
霧
が
、

実
の
兄
弟
で
は
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
玉
鬘
に
対
し
、
自
ら
の
胸
中
を
訴
え
た
歌
。
和
歌
に
詠
ま
れ
た
「
藤
袴
」
は
喪
服
を
示
す
「
藤

衣
」
を
暗
示
す
る
と
と
も
に
、「
藤
」
の
花
の
薄
紫
色
か
ら
ゆ
か
り
を
連
想
さ
せ
る
。「
紫
」
が
「
ゆ
か
り
」
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
た

ひ
と
も
と

む
さ
し
の

の
は
、「
紫
の
一
本
ゆ
ゑ
に
武
蔵
野
の
草
は
み
な
が
ら
あ
は
れ
と
ぞ
見
る
」（
古
今
和
歌
集
・
雑
上
・
八
六
七
・
よ
み
人
し
ら
ず
）
に
よ

り
、
植
物
の
紫
草
が
血
縁
あ
る
い
は
愛
す
べ
き
縁
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
表
す
よ
う
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

５
「
此
か
た
、
ふ

ち
は
か
ま
を
身
木
に
し
て
、
糸
す
ゝ
き
、
時
節
の
花
を
応
答
也
」（『
龍
野
』）。
藤
袴
・
糸
薄
は
秋
の
花
な
の
で
、
こ
こ
で
の
「
時
節
の

花
」
は
秋
の
花
を
指
す
。

６
「
此
形
は
、
二
か
ぶ
に
生
る
。
横
へ
ふ
た
か
ぶ
に
て
は
な
し
。
後
へ
二
か
ふ
な
り
」（『
龍
野
』）。
こ
こ
で

二
株
に
分
け
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
株
を
夕
霧
と
玉
鬘
に
な
ぞ
ら
え
る
た
め
。

７
「
応
答
は
、
両
身
木
へ
、
同
シ
や
う
に
同
し
物
を
あ

― ９７ ―
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い
し
ら
ふ
べ
し
」（『
龍
野
』）。
同
じ
あ
し
ら
い
を
施
す
の
は
、
夕
霧
と
玉
鬘
が
と
も
に
大
宮
の
孫
で
あ
る
こ
と
を
表
す
。

８
「
尤
、
後

の
身
木
は
右
に
応
答
、
前
の
身
木
は
左
に
応
答
へ
し
」（『
龍
野
』）。『
い
け
ば
な
総
合
大
事
典
』（
主
婦
の
友
社
、
一
九
八
〇
年
）
に
よ
る

と
、「
右
」
は
「
南
に
向
い
た
と
き
、
西
の
方
角
を
い
う
」
も
の
で
、「
花
に
面
し
た
人
の
ほ
う
か
ら
い
う
と
左
側
が
花
の
右
と
な
る
」。

東
は
日
の
出
、
西
は
日
没
の
方
向
で
あ
る
た
め
東
側
、
す
な
わ
ち
花
の
左
（
人
か
ら
見
て
右
）
が
上
位
と
な
る
。
前
の
藤
袴
を
後
ろ
の
藤

袴
よ
り
上
位
に
な
る
よ
う
に
活
け
る
。

９
「
場
所
を
ち
が
へ
応
答
べ
し
」（『
龍
野
』）。
場
所
を
違
え
て
活
け
る
の
は
、
夕
霧
と
玉
鬘
が

実
の
姉
弟
で
は
な
い
こ
と
を
表
す
か
。

『
い
け
ば
な
総
合
大
事
典
』
に
よ
る
と
、『
群
芳
譜
』
は
「
明
末
の
天
啓
元
年
（
一
六
二
一
）

に
王
象
晋
が
、
唐
・
宋
・
元
・
明
代
に
刊
行
さ
れ
た
農
書
か
ら
、「
享
部
」（
穀
類
、
野
菜
、
果
樹
）、「
利
部
」（
茶
、
竹
、
桑
、
麻
、
葛
、

棉
、
薬
草
、
樹
木
）、「
貞
部
」（
草
花
、
花
木
、
鶴
、
魚
）
に
三
大
別
し
た
各
項
目
ご
と
に
要
点
を
と
り
あ
げ
て
、
各
論
の
形
に
ま
と
め
、

そ
れ
に
「
元
部
」（
総
論
）
と
し
て
序
、
大
綱
、
天
文
、
農
事
暦
を
付
し
た
全
三
〇
巻
の
大
著
」
で
あ
る
。
な
お
『
大
和
本
草
』
に
は
、

「
真
蘭

和
名
ふ
ぢ
ば
か
ま
、
又
あ
ら
ゝ
ぎ
と
も
云
」
と
あ
る
。

注
３
を
参
照
。

注

を
参
照
。

「
糸
芒
」
は
、
ス
ス
キ

の
一
変
種
で
あ
り
、
本
種
に
比
べ
茎
・
葉
・
根
と
も
に
全
体
に
細
く
小
振
り
で
あ
る
。
花
材
と
し
て
は
秋
の
も
の
。

「
太
藺
」
は
、

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
科
の
多
年
草
で
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
、
茎
頂
に
楕
円
形
で
黄
褐
色
の
小
穂
を
多
数
つ
け
る
。
花
材
と
し
て
は
夏
の
も
の
。

と
く
さ

「
ト
グ
サ
」
は
「
砥
草
」
と
も
表
記
す
る
。
茎
の
先
端
に
単
生
す
る
胞
子
嚢
穂
は
長
さ
一
セ
ン
チ
ほ
ど
の
楕
円
体
で
、
著
し
く
硬
く
ざ

ら
つ
く
の
で
木
地
、
骨
、
爪
な
ど
を
み
が
く
の
に
用
い
る
た
め
、
砥
の
役
を
す
る
草
と
呼
ば
れ
る
。
地
中
を
横
に
走
る
根
茎
か
ら
、
高
さ

五
〇
〜
一
〇
〇
セ
ン
チ
の
多
数
の
地
上
茎
が
群
生
す
る
。
秋
の
花
材
と
し
て
知
ら
れ
る
。

糸
薄
、
太
藺
、
木
賊
は
す
べ
て
細
長
い
植

物
で
あ
る
た
め
、
御
簾
に
見
立
て
ら
れ
る
。

（
井
上
大
佑
）
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